
古紙配合率 100％再生紙を使用しています

⑪

鉢
伏
山
は
、
豊
か
な
能
登

町
の
自
然
の
象
徴
で
す
。

輪
島
市
と
の
境
に
そ
び
え
る
標

高
５
４
４
ｍ
の
鉢
伏
山
は
、
ブ

ナ
の
原
生
林
が
広
が
り
、
能
登

最
大
の
河
川
町
野
川
の
水
源
で

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
生
き
た
化

石
と
も
い
わ
れ
る
ム
カ
シ
ト
ン

ボ
の
生
息
地
と
し
て
も
知
ら

れ
、
そ
の
豊
か
な
生
態
系
は
学

術
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
柳
田
村
で
は
、
ブ
ナ
の
原
生

林
を
守
る
た
め
、
昭
和
44
年
に

一
帯
を
天
然
記
念
物
に
指
定
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
58
年
に
は
白
滝

地
区
の
ブ
ナ
林
約
10
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
買
い
上
げ
、
土
砂
の
流
入
対

策
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
保

全
活
動
が
評
価
さ
れ
、
鉢
伏
山
は

「
二
十
一
世
紀
に
残
し
た
い
日
本

の
自
然
百
選
」
や
「
森
林
浴
の
森

百
選
」
な
ど
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

全
国
に
誇
れ
る
鉢
伏
山
の
自
然

を
、
町
の
宝
と
し
て
未
来
へ
残
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

貴
重
な
自
然
が
残
る
「
鉢は

ち
ぶ
せ
や
ま

伏
山
」
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瑞
穂
の
地
で
育
ま
れ
た「
新
米
」

　

９
月
19
日
、
向
平
茂
雄
さ
ん
の
田
ん
ぼ
（
瑞
穂
地
内
）
で
、

献け
ん
こ
く
さ
い
で
ん
お
ん
ぬ
き
ほ
し
き

穀
斎
田
御
抜
穂
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
絣
か
す
り
す
が
た

姿
に
赤
い
タ
ス
キ

を
掛
け
た
5
人
の
刈か

り

め
乙
女
に
よ
っ
て
一
本
一
本
丁
寧
に
刈
ら
れ

た
稲
穂
。
10
月
下
旬
に
は
、
能
登
の
新
米
と
し
て
向
平
さ
ん
夫

妻
が
皇
居
に
献
納
し
、
11
月
23
日
に
宮
中
で
行
わ
れ
る
新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭

で
天
皇
陛
下
が
親
し
く
食
さ
れ
ま
す
。



一
歩
前
へ
進
む
ま
ち
づ
く
り

能
登
町
総
合
計
画
は
、
町
の
最
上
位
計
画
と
し
て
、
長
期
的
な
視
点
か

ら
町
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
き
、「
能
登
町
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の

指
針
」
と
な
る
も
の
で
す
。
合
併
協
議
会
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
「
能

登
町
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
町
建
設
計
画
）」
の
理
念
を
発
展
的
に
継
承
し
つ
つ
、

施
策
の
よ
り
具
体
的
な
内
容
を
示
す
計
画
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
総
合
計
画
は
、
平
成
17
年
7
月
か
ら
計
画
策
定
委
員
会
で
立
案
さ
れ
、
３

人
の
公
募
委
員
を
含
む
15
人
で
構
成
す
る
能
登
町
総
合
計
画
審
議
会
で
審
議
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
施
策
ア
イ
デ
ア
や
※
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
募
集
し

た
り
、
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
開
示
す
る
な
ど
、
そ
の
策
定
過
程
を
公

開
し
て
き
ま
し
た
。（
※
町
政
へ
の
住
民
参
画
を
推
進
す
る
た
め
に
、
重
要
な
計
画
や
条
例

な
ど
を
定
め
る
際
、
広
く
町
民
か
ら
意
見
や
情
報
を
求
め
る
制
度

）

9
月
4
日
、
第
6
回
審
議
会
が
開
か
れ
、
11
日
に
は
松
本 

博
会
長
か
ら
持

木
町
長
へ
最
終
案
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
会
か
ら
の
答
申
を
受
け

た
持
木
町
長
は
、
9
月
議
会
最
終
日
に
追
加
議
案
と
し
て
総
合
計
画
を

提
出
、
議
会
の
議
決
を
受
け
ま
し
た
。

　

今
回
策
定
さ
れ
た
総
合
計
画
（
計
画
期
間
10
年
間
）
を
も
と
に
、
今
後
、
各
分
野
別

施
策
や
個
別
事
業
の
詳
細
な
計
画
を
立
案
・
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
像
で
あ
る

「
奥
能
登
に
ひ
と
・
く
ら
し
が
輝
く　

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
で
は
、
特
に
重
点
的
・
横
断
的
に
取
り
組
む
「
５
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
紹
介
し
ま
す
。
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　わたしたちは、美しく豊かな自然の中で、健康で潤いのある生活を

営み、先人の築いた文化と伝統に誇りをもち、一人ひとりが希望と愛着

を持って、さらに住みよい町を築くため、この憲章を定めます。

能 登 町 民 憲 章

一、 土と水を愛し、安らぎのあるまちにしましょう

一、 健康で、心のふれあいを大切にするまちにしましょう

一、 働くことに感謝し、創意と工夫で活力あるまちにしましょう

一、 歴史に学び、スポーツと文化を育むまちにしましょう

一、 能登町に誇りをもち、世界と未来にひらけるまちにしましょう

平成 18年 9月 1日制定

能登町総合計画基本目標



「
町
民
、
行
政
の
力
を
結
集
し
た
い
」

合
併
し
て
誕
生
し
た
能
登
町
が

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
な
町
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
の
か
を
示
す
た

め
、
総
合
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
多
忙
な
中
、
11
カ
月

６
回
に
わ
た
っ
て
熱
心
な
ご
審
議
を

し
て
い
た
だ
い
た
15
人
の
審
議
会
委

員
の
方
々
に
は
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

私
は
今
回
の
計
画
づ
く
り
に
あ

た
っ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
町
民
の

み
な
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
で

参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ご
意
見
や

お
知
恵
を
賜
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
初
め
て
試
み
た
審
議
会
委
員

の
公
募
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

募
集
、
審
議
会
で
の
や
り
と
り
を
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
な
ど

は
、ま
さ
に
そ
の
た
め
で
あ
り
ま
す
。

　

総
合
計
画
で
は
、
町
の
基
本
目
標

を
「
一
歩
前
へ
進
む
ま
ち
づ
く
り
」

と
し
、
行
政
は
も
ち
ろ
ん
町
民
一
人

ひ
と
り
が
主
体
と
な
り
『
何
を
す
べ

き
か
』『
何
が
で
き
る
か
』
を
共
に

考
え
、
知
恵
を
出
し
合
い
実
行
し
て

い
く
こ
と
を
「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

姿
勢
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

常
々
、
私
は
「
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
」
と
い
う
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る

訳
で
す
が
、

「
協
働
」
と

は
『
違
う
力

を
組
み
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
飛
躍
的
な
活
力

を
生
み
出
す
作
業
』
で
あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
と
私
た
ち
行
政

が
そ
れ
ぞ
れ
持
っ
て
い
る
い
ろ
い
ろ

な
力
を
結
集
し
て
、
こ
の
計
画
書
に

描
か
れ
た
夢
の
実
現
に
ま
い
進
し

て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
引
き
続

き
積
極
的
な
ご
参
加
と
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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総
合
計
画
審
議
会
委
員
は
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
に
確
固
た

る
信
念
を
持
た
れ
た
３
人
の
公
募
委

員
の
方
々
を
は
じ
め
専
門
的
知
識
と

実
績
を
お
持
ち
の
各
界
の
代
表
の

方
々
で
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
能

登
町
の
10
年
後
に
向
け
て
す
ば
ら
し

い
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
委
員
は
、
合
併
時
に
町
民

合
意
で
作
ら
れ
た
「
能
登
町
ま
ち
づ

く
り
計
画
」
を
基
本
に
、「
能
登
町

の
未
来
を
語
る

会
」
で
の
多
様

な
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
作

業
を
進
め
ま
し
た
。

　

合
併
し
て
約
１
年
半
、
合
併
へ
の

期
待
、
生
活
に
直
結
し
た
意
見
や
要

望
が
た
く
さ
ん
出
さ
れ
、「
合
併
し

た
ら
で
き
る
で
あ
ろ
う
、
良
く
な
る

で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
生
活
の
実

感
が
ま
だ
見
え
て
こ
な
い
」
と
い
う

こ
と
を
審
議
を
進
め
て
い
く
中
で
感

じ
ま
し
た
。

　

財
政
構
造
の
健
全
化
、
少
子
化
対

策
、
福
祉
の
充
実
、
産
業
の
振
興
、

交
通
網
の
整
備
、
自
然
環
境
の
保
全

等
々
、多
様
な
課
題
を
抱
え
る
中
で
、

総
合
計
画
で
は
全
て
を
網
羅
し
た
形

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
の
中
か
ら
、
何
に
重
点

を
置
き
、何
か
ら
取
り
組
む
べ
き
か
、

そ
し
て
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い
く

か
、
町
民
全
て
の
協
力
と
行
政
・
議

会
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
期
待
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

会
議
の
中
で
も
よ
く
出
た
言
葉
で

す
が
「
言
葉
だ
け
で
は
ダ
メ
、
実
行

こ
そ
大
切
」。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
の
立
ち
上
げ
な
ど
、
横
断
的
な
官

民
協
働
の
積
極
的
な
取
り
組
み
と
、

企
画
力
・
実
践
意
欲
こ
そ
大
切
だ
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

能
登
町
総
合
計
画
策
定
に
あ
た
り

人づくり
～住民協働で人とまちを育てる～

定住促進
　　～就業機会の充実　
　　　　＆田舎暮らしのススメ～

交流拡大
　～交通通信網と地域資源の
　　　　　　活用で賑わいを創出～

醸
かも

しの郷
　　～地球にやさしい
　　　　循環型のまちづくり～

福祉充実
　～少子・超高齢社会も
　　安心して暮らせるまちへ～

地
域
に
根
ざ
し
た
学
校
教
育
や

生
涯
学
習
を
推
進
し
、
町
を

支
え
愛
す
る
心
豊
か
な
人
材
の
育
成

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
・
企
業
・
行
政
の
協

働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

ま
ち
づ
く
り
、
福
祉
、
生
涯
学
習
、

自
然
環
境
の
管
理
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
積
極
的
な
活
動
や
、

民
間
活
力
の
導
入
を
推
進
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

情
報
教
育
、
環
境
教
育
、
ふ
る
さ
と

教
育
、
食
育
の
推
進
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
連
携
、
生
涯
学
習
施
設
の
整

備
、ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
の
推
進
、

伝
承
講
座
の
開
設
、
郷
土
芸
能
発
表

の
場
の
整
備
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
（
仮
称
）
の
設
置
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
支
援
体
制
の
整
備
、

人
材
交
流
の
実
施

す
べ
て
の
住
民
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
、
医
療
体
制

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
少
子

化
や
女
性
の
社
会
進
出
が
進
む
中
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

高
齢
者
に
対
し
て
は
、
地
域
支
援

事
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
就
業

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、地
域
活
動
な
ど
、

生
き
が
い
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
機

会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

医
師
・
看
護
師
の
確
保
、
学
童
保
育

の
充
実
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

児
童
館
等
活
動
の
充
実
、
地
域
包
括

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
介
護

予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務
の
推

進
、
包
括
的
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
業
務
の
推
進
、
高
齢
者
の

地
域
活
動
や
社
会
参
加
の
促
進
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
Ｉ
Ｔ
化

若
者
の
定
住
や
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

を
促
進
す
る
た
め
、
新
た
な

企
業
の
誘
致
や
既
存
産
業
へ
の
支
援

な
ど
に
よ
り
雇
用
を
創
出
す
る
と
と

も
に
、
起
業
活
動
の
支
援
や
海
洋
深

層
水
の
利
活
用
に
よ
り
、
産
業
の
活

性
化
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
希

望
者
に
対
し
て
、
求
人
や
住
宅
情
報

を
発
信
し
、
町
外
か
ら
の
転
居
を
積

極
的
に
推
進
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

商
工
会
お
よ
び
中
小
企
業
の
支
援
、

企
業
等
立
地
の
促
進
助
成
事
業
、
起

業
支
援
制
度
の
設
置
・
運
用
、
産
業

資
源
と
し
て
の
海
洋
深
層
水
の
利
活

用
の
促
進
、
空
き
家
の
利
活
用
の
推

進
、
能
登
町
の
暮
ら
し
促
進
事
業
の

推
進
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
草
の
根
運
動

の
推
進

自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
、
地
産
地
消
を
基

本
と
し
て
、
い
し
り
や
日
本
酒
な
ど

の
発
酵
文
化
の
伝
承
や
付
加
価
値
の

高
い
特
産
品
の
開
発
・
販
売
に
よ
り
、

町
の
魅
力
を
町
外
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

を
推
進
し
、
家
畜
排
泄
物
や
水
産
加

工
残
渣
な
ど
を
発
酵
し
て
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
ン
ト

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
、
発
酵
文
化

の
伝
承
、
能
登
杜
氏
の
情
報
発
信
、

特
産
品
開
発
の
推
進
、
地
場
産
農
産

物
の
消
費
拡
大
、
間
伐
材
利
用
の
促

進
、
バ
イ
オ
マ
ス
の
事
業
化
検
討
調

査
、
施
設
整
備
の
推
進

町
内
外
の
交
流
を
促
進
し
、
生

活
や
産
業
の
利
便
性
を
高
め

る
た
め
、
道
路
網
や
通
信
網
を
充
実

す
る
と
と
も
に
、
能
登
空
港
の
有
効

活
用
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
豊
か
な
自
然
や
地
域
文
化

を
活
か
し
た
体
験
交
流
観
光
や
観
光

施
設
の
充
実
に
よ
り
、
町
外
と
の
交

流
を
促
進
し
、
賑
わ
い
や
活
力
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

【
主
な
事
業
】

国
道
２
４
９
号
、
珠
洲
道
路
、
主
要

道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
促

進
、
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
高
度
化
、
地

域
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
、
国
内
交

流
首
都
圏
誘
客
促
進
事
業
の
支
援
、

各
種
観
光
施
設
の
機
能
拡
充
、
紅
葉

植
樹
事
業
の
推
進
、
参
加
型
イ
ベ
ン

ト
の
充
実
、
体
験
交
流
施
設
の
機
能

充
実
、
修
学
旅
行
・
合
宿
の
誘
致
、

民
有
歴
史
文
化
資
産
の
保
存
・
活
用

能登町総合計画審議会長　松本　博　

　能登町長　持木一茂

「
言
葉
だ
け
で
は
ダ
メ
、
実
行
こ
そ
大
切
」



扶助費

公債費

物件費

維持補修費

補助費等

普通建設
　事業費

災害復旧
　　事業費

積立金

人件費

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

商工費

土木費

教育費

公債費

その他
（議会費・労働費など）

■歳出目的別決算額の構成■歳出性質別決算額の構成

繰出金等

その他

義
務
的
経
費

投
資
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

平
成
17
年
度

決
算
報
告

繰入金・繰越金

諸収入

その他（地方譲与税など）

地方交付税

国庫支出金

県支出金

町債

その他（使用料及び手数料など）

町税

181 億 6248 万円

依
存
財
源

自
主
財
源

平
成
17
年
度
決
算
に
つ
い
て
、
行
政

活
動
の
た
め
の
お
金
が
ど
こ
か
ら
来

て
、
何
に
使
わ
れ
た
か
、
そ
の
あ
ら

ま
し
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

17
億
1
千
万
円
を
積
立
て

歳
出
の
決
算
額
は
、
１
７

８
億
３
３
５
４
万
円

で
し
た
。
人
件
費
に
お
い
て
は
、
27

億
９
０
３
万
円
で
対
前
年
度
よ
り
２

億
８
８
８
９
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
8
億

７
５
０
０
万
円
の
繰
上
償
還
を
行
っ

た
た
め
、大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、積
立
金
の
増
額
に
つ
い
て
は
、

合
併
に
伴
う
地
域
の
振
興
の
た
め
合

併
振
興
基
金
17
億
１
１
０
０
万
円
の

積
立
て
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
に
つ
い
て
は
、

合
併
に
向
け
た
大
型
事
業
の
完
成

に
よ
り
22
億
５
８
９
２
万
円
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

経
常
収
支
比
率
は
104
・
７
％

　

経
常
収
支
比
率
は
、
昨
年
度
の
１

０
２
・
１
％
か
ら
１
０
４
・
７
％
と

な
り
ま
し
た
。
上
昇
し
た
主
な
要
因

は
、
人
件
費
・
補
助
費
が
減
と
な
っ

た
も
の
の
、
老
人
保
護
措
置
費
の
一

般
財
源
化
に
よ
る
扶
助
費
の
経
常
充

当
一
般
財
源
の
増
、
国
保
・
老
人
・

介
護
特
別
会
計
や
公
営
企
業
へ
の
繰

出
金
の
増
、
大
雪
に
よ
る
除
雪
関
係

経
費
の
増
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

交
付
税
は
3
億
4
千
万
円
増

歳
入
の
決
算
額
は
、
１
８

１
億
６
２
４
８
万
円

で
、
町
税
や
分
担
金
、
負
担
金
、
使

用
料
な
ど
自
主
財
源
の
比
率
は
23
・

７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
主
財
源

で
多
い
も
の
は
、
町
税
17
億
３
５
８

７
万
円
と
繰
入
金
・
繰
越
金
20
億
５

６
６
５
万
円
で
す
。
繰
入
金
が
多
い

の
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
（
前
年
度

対
比
△
１
億
４
０
０
０
万
円
）
の
減

額
へ
の
補
て
ん
、
公
債
費
負
担
適
正

化
計
画
に
基
づ
い
た
繰
上
償
還
を
８

億
７
５
０
０
万
円
行
っ
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

地
方
交
付
税
は
、
最
低
で
あ
っ
た

昨
年
度
よ
り
３
億
４
４
８
４
万
円
の

増
で
あ
り
、そ
の
主
な
増
加
要
因
は
、

三
位
一
体
改
革
に
よ
る
国
庫
補
助
金

廃
止
に
伴
う
一
般
財
源
化
（
普
通
交

付
税
へ
振
り
替
え
）に
よ
る
も
の
や
、

合
併
に
よ
る
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に

対
す
る
特
別
交
付
税
措
置
な
ど
が
加

算
さ
れ
た
た
め
で
す
。

財政用語解説（１）

自主財源：町税、分担金及び負担金、使用料、手数料、
財産収入、繰入金、諸収入など自主的に収入し得る財源

依存財源：地方交付税、国庫支出金、県支出金、地方
譲与税、地方債など、自主財源以外の収入

町税：町民税、固定資産税などみなさんが納めた税金

繰入金：町の基金からの繰入金 

諸収入：町税の延滞金など他の収入科目に含まれない
収入

地方交付税：地域間の税源の不均衡を調整し、すべて
の地方公共団体が一定水準の行政サービスを提供でき
るようにするために、国が地方公共団体の一般財源と
して配分する税

国庫支出金・県支出金：各種事業に対する国・県から
の補助金など

町債：資金調達などのための長期借入金

人件費：議員報酬、各種委員報酬、特別職給与、職員
給与、地方公務員共済組合負担金など

扶助費：社会保障制度の一環として、生活保護法、児
童福祉法、老人福祉法などに基づき、生活を維持する
ために支出される経費や各種扶助の経費

公債費：町債の元利償還金および一時借入金の合算額

普通建設事業費：道路、学校など公共用または公用施
設の建設事業に要する経費

物件費：人件費、維持補修費、扶助費、補助費等以外
の消費的性質の経費の総称。臨時職員の賃金、需用費
（消耗品等）、役務費（郵便料、火災保険等の保険料等）、
備品購入費など

補助費：各種団体への補助金、奥能登クリーン組合や
宇出津病院への負担金など

繰出金等：一般会計と特別会計、または特別会計相互
間で支出される経費
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平成 16 年度
平成 17年度

12 億 1591 万円

構成
比
（％
）

14.
3

構成
比
（％
）

18.
5

9.1

12.
4

4.5

7.9

6.9

19.
5

6.9

176 億 7839 万円

25 億 2618 万円

32 億 7409 万円

16 億 900 万円

21 億 9945 万円

7億 8627 万円

13 億 9210 万円

12 億 1955 万円

34 億 5584 万円

12 億 3578 万円

35 億 3300 万円

25 億 6637 万円

15 億 7966 万円

12 億 3397 万円

6億 1275 万円

16 億 3601 万円

10 億 7101 万円

43 億 6499 万円

178 億 3354 万円

19.
8

14.
4

8.9

6.9

3.4

9.2

6.0

24.
4

7.0

平成 17 年度 構成
比
（％
）平成 16年度 構成

比
（％
）

176 億 7839 万円
178 億 3354 万円

29 億 9792 万円

7億 6703 万円

34 億 5398 万円

13 億 9148 万円

2億 490 万円

19 億 8206 万円

50 億 390 万円

2億 4926 万円

2億 3927 万円

12 億 6435 万円

1億 2424 万円

17.
0

4.3

19.
5

7.8

1.2

11.
2

28.
3

1.4

1.4
7.2
0.7

27 億 903 万円

7億 7346 万円

43 億 6492 万円

14 億 9941 万円

2億 8602 万円

17 億 2473 万円

27 億 4498 万円

3億 6028 万円

17 億 3845 万円

15 億 536 万円

1億 2690 万円

15.
2

4.3

24.
5

8.4

1.6
9.7

15.
4

2.0

9.8

8.4
0.7

平成 17 年度 構成
比
（％
）

■歳入決算額の構成

平成 16年度 構成
比
（％
）

16 億 8214 万円

13 億 944 万円
5億 4060 万円5億 7940 万円

71 億 7387 万円

7億 9250 万円

13 億 7818 万円

37 億 8895 万円

6億 8562 万円

179 億 3070 万円

7.3

3.0
3.2

40.
0

4.4

7.7

21.
2

3.8

9.4
17 億 3587 万円

20 億 5665 万円

4億 2677 万円

9514 万円

75 億 1871 万円

10 億 5969 万円

7億 8858 万円

38 億 1170 万円

6億 6937 万円

11.
3

2.3
0.5

41.
4

5.8

4.4

21.
0

3.7

9.6

181 億 6248 万円



第３回

定例会

議
会

策
定
さ
れ
た
能
登
町
総
合
計
画
の
実
現
に
向

け
て
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
、
特
に
地
域

格
差
の
是
正
が
急
が
れ
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
や
地

域
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
高
度
情
報
化
に
対
応
し

た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
が
緊
急
の
課
題
で
す
。
ま

た
、
平
成
17
年
度
完
成
の
海
洋
深
層
水
取
水
・
加

工
施
設
の
利
活
用
の
充
実
、
寺
田
川
ダ
ム
建
設
事

業
、
新
町
通
り
線
街
路
整
備
事
業
な
ど
の
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
早
期
完
成
も
強
く
要
望
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
財
政
状
況
は
経
常
収
支
比

率
が
１
０
０
％
を
超
え
る
な
ど
、
危
機
的
な
状
態

で
あ
り
、
平
成
17
年
度
に
策
定
し
た
行
財
政
改
革

大
綱
や
集
中
改
革
プ
ラ
ン
を
強
力
に
推
進
し
、
事

務
事
業
の
見
直
し
や
行
政
組
織
の
改
編
、
公
共
施

設
の
統
合
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

特
に
財
政
構
造
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
公
債
費

の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
今
後
も
計
画
的

な
繰
上
償
還
を
実
施
し
、
さ
ら
に
投
資
的
経
費
の

見
直
し
に
よ
る
地
方
債
の
発
行
を
抑
制
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
合
併
に
よ
る
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
な
が
ら
施
策
を
実
行

し
、
で
き
る
だ
け
短
い
期
間
に
、
ひ
と
つ
の
町
と

し
て
本
来
あ
る
べ
き
体
制
に
移
行
す
る
こ
と
も
重

要
で
す
。

財
源
の
大
部
分
（
特
に
地
方
交
付
税
）
を
国

の
施
策
に
頼
っ
て
い
る
当
町
に
と
っ
て
、

将
来
の
計
画
的
な
財
政
運
営
に
も
限
界
が
あ
り
ま

す
。
今
後
の
地
方
分
権
が
過
疎
地
域
で
も
円
滑
に

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
財
源
調
整
機
能
を
意
識
し

た
地
方
交
付
税
改
革
を
国
・
県
な
ど
に
強
く
要
望

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

平
成
17
年
度

決
算
報
告

■特別会計決算の状況
区　　　分 歳　入 歳　出 差　引

有線放送事業 2億 7491 万円 2億 6562 万円 929 万円
国民健康保険（保険事業勘定） 26 億 9426 万円 25 億 6194 万円 1億 3232 万円
国民健康保険（直営診療施設勘定） 889 万円 756 万円 133 万円
老人保健 33 億 8956 万円 33 億 8956 万円 ー
介護保険（保険事業勘定） 22 億 1355 万円 21 億 8124 万円 3231 万円
介護保険（サービス事業勘定） 1億 886 万円 1億 886 万円 ー
観光施設 7061 万円 7061 万円 ー
公共下水道事業 11 億 7983 万円 11 億 5166 万円 2817 万円
農業集落排水事業 5億 7948 万円 5億 6514 万円 1434 万円
漁業集落排水事業 1億 9276 万円 1億 8421 万円 855 万円
浄化槽整備推進事業 3723 万円 3581 万円 142 万円
簡易水道事業 3億 3760 万円 3億 3757 万円 3万円

■企業会計決算の状況
区　　　分 収　入 支　出 収　支

水道事業会計
収益的収支 4億 3948 万円 3億 6475 万円 7473 万円
資本的収支 5億 3340 万円 6億 9995 万円 △ 1億 6655 万円

病院事業会計
収益的収支 24 億 6815 万円 26 億 8782 万円 △ 2億 1967 万円
資本的収支 1億 4118 万円 2億 487 万円 △ 6369 万円

（％）
18.0

17.0

16.0

15.0

14.0

13.0

12.0

11.0

10.0

9.0

8.0

（％）
105.0

102.5

100.0

97.5

95.0

92.5

90.0

87.5

85.0

82.5

80.0
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第
3
回
能
登
町
議
会
定
例
会
は
、

9
月
5
日
に
招
集
さ
れ
ま
し
た
。
会

期
を
15
日
ま
で
の
11
日
間
と
し
、
平

成
18
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

議
案
19
件
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て
の
意
見
を
求
め
る
諮
問
1

件
、
平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
、
特

別
会
計
な
ど
の
決
算
の
承
認
を
求
め

る
認
定
13
件
、
請
願
2
件
が
上
程
さ

れ
ま
し
た
。

　

諮
問
１
件
に
同
意
し
た
あ
と
、
認

定
13
件
は
組
織
さ
れ
た
決
算
特
別
委

員
会
（
委
員
長

：

竹
中
初
男
）
に
、

そ
の
他
の
議
案
は
各
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

平
成
17
年
度
決
算
を
認
定

　

採
決
で
は
、
認
定
13
件
は
原
案
の

と
お
り
認
定
さ
れ
、
議
案
19
件
も
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
請
願
2
件
は
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
持
木
町
長
か
ら
総
合

計
画
の
基
本
構
想
に
つ
い
て
の
議
案

1
件
と
、
議
会
か
ら
定
数
条
例
改
正

に
つ
い
て
な
ど
の
議
会
議
案
3
件
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

能
登
町
総
合
計
画
を
可
決

　

総
合
計
画
基
本
構
想
は
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
会
議
案

に
つ
い
て
は
、
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
可
決
さ

れ
、
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
と
官
工
事
の
請
負
等

に
係
る
町
議
会
議
員
の
関
与
を
排
除

す
る
決
議
の
2
件
は
、
無
記
名
投
票

の
結
果
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
可
決
さ
れ
た
議
案
20
件

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）、
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）、
観
光
施
設
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）、
公

共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）、
農
業
集
落
排
水
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）、
浄

化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）、
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）、
能
登
町
地

区
集
会
所
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て
、
能
登
町
国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て
、
石
川
県
市
町
村
消
防

団
員
等
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て
、
辺
地
に
係
る
公

共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
の
変
更

に
つ
い
て
、
新
た
に
生
じ
た
土
地
の

確
認
に
つ
い
て
、
字
及
び
小
字
の
区

域
の
変
更
に
つ
い
て
、
新
た
に
生
じ

た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て
、
字
及
び

小
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て
、
請

負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
18

年
度
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
推
進

交
付
金
伝
送
路
工
事
）、
請
負
契
約

の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
18
年
度
農

村
振
興
情
報
基
盤
整
備
事
業
能
都
・

内
浦
地
区
伝
送
路
工
事
）、
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
（
平
成
18
年
度

防
災
行
政
告
知
整
備
事
業
屋
外
拡
声

設
置
工
事
）、
能
登
町
第
１
次
総
合

計
画
の
基
本
構
想
を
定
め
る
こ
と
に

つ
い
て

◆
同
意
さ
れ
た
諮
問
1
件

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て
▽
田
中
順
子
さ
ん
（
姫
）
と
堂

前
弘
子
さ
ん
（
笹
川
）
を
人
権
擁
護

委
員
候
補
者
と
し
て
適
任
と
す
る

◆
認
定
さ
れ
た
決
算
13
件

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
有
線
放

送
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
、
老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
、
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
、
観
光
施
設
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
、
公
共
下
水
道
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
、
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
、
浄
化
槽
整
備
推
進

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
、
水
道
事
業
会
計
決
算
、
病
院
事

業
会
計
決
算
（
全
て
平
成
17
年
度
）

◆
採
択
さ
れ
た
請
願
2
件

町
道
矢
波
２
号
線
（
茨
町
線
）
の
道

路
改
良
工
事
の
早
期
実
施
に
つ
い
て

▽
請
願
者

：

矢
波
区
長

道
路
の
拡
幅
に
つ
い
て
▽
請
願
者

：

坪
根
町
内
会
長

◆
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案
1
件

能
登
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▽
総
務

常
任
委
員
会
を
11
人
か
ら
6
人
に
、

文
教
常
任
委
員
会
と
保
健
福
祉
常
任

委
員
会
を
教
育
民
生
常
任
委
員
会
に

し
10
人
を
7
人
に
、
産
業
建
設
常
任

委
員
会
を
10
人
か
ら
7
人
に

◆
否
決
さ
れ
た
議
会
議
案
2
件

能
登
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

▽
無
記
名
投
票　

賛
成
18
、
反
対

20
、
白
票
1

官
工
事
の
請
負
等
に
係
る
町
議
会
議
員

の
関
与
を
排
除
す
る
決
議
に
つ
い
て

▽
無
記
名
投
票　

賛
成
15
、
反
対

18
、
白
票
4
、
無
効
2

40
人
最
後
の
議
会

16.4

17.3

17.5

平成 15 年度

16
17

96.4

104.7

平成 15 年度

16
17

102.1

11.3

11.9

能登町

県内平均

■起債制限比率の推移

89.5

能登町

県内平均

■経常収支比率の推移

92.2
未発表

未発表

財政用語解説（２）
・起債制限比率
　地方債の許可制度にかかる
　指標で、20％を超えると
　起債が一部制限される。

・経常収支比率
　財政の弾力性を示す数字
　で、数字は低い方がよい。
　数値が低いほど自由に使え
　るお金が多い。



※印の投票所は午後６時まで
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能登町
議会議員選挙

投票区 投票所（予定） 区　　　　　域

第１
能都社会福祉会館（能都庁舎）
3階研修室

宇出津の一部（天保島、天徳町、本町、大蔵町、浜町、酒垂町、大竹町、中組、
桜町、三番町、中島町、浜小路、川原町、新村本町、新村浜町、昭和町、音羽町、
小棚木、大棚木、城野町、城山）

第２ 宇出津小学校　1階ロビー
宇出津の一部（仙人町、立町、横町、上田町、上町、中町、大橋組、錦町、栄町、
上岩屋町、下岩屋町、漆原、梅ノ木、平体、大平、源平）
宇出津新港、藤波の一部（辺田ノ浜、柳倉）

第３ ひばり保育所　遊戯室 崎山、藤波の一部（四明ケ丘）
第４※ 三波公民館　集会室 藤波の一部（間島）、波並
第５※ 矢波集会所 矢波、猪平
第６ 神野公民館　ホール 宇加塚、鶴町、曽又、藤ノ瀬
第７ 鵜川公民館　図書室 七見、鵜川、小垣の一部（一の谷をのぞく）

第８※ 瑞穂公民館　和室
柿生、瑞穂、爼倉、山田の一部（上三田をのぞく）、武連、本木、
小垣の一部（一の谷）

第９※ 宮地生活改善センター　集会室 宮地、鮭尾、山田の一部（上三田）、太田原、柏木
第 10 柳田体育館 柳田、笹川、石井、国光、鴨川、五十里、十郎原
第 11 小間生公民館　会議室 上長尾、小間生、桐畑、鈴ケ嶺、久田
第 12 上町地区生活改善センター　和室 合鹿、上町、天坂、寺分、五郎左エ門分
第 13※ 岩井戸公民館　会議室 黒川、大箱、北河内
第 14※ 当目地区多目的研修集会センター 当目
第 15※ 斉和多目的集会所 中斉、神和住
第 16 内浦福祉センター　1階集会場 松波、恋路、明生、布浦
第 17※ 上区集会場 上、滝之坊、田代、駒渡
第 18 不動寺公民館　集会室 宮犬、不動寺、行延、時長、山中、満泉寺、国重
第 19※ 秋吉公民館　集会室 九里川尻、秋吉、河ケ谷、清真
第 20 白丸保育所　遊戯室 立壁、四方山、白丸、内浦長尾、新保
第 21※ 能登勤労者プラザ　体育館 市之瀬、明野、越坂
第 22 小木地区活性化センター　ロビー 小木
第 23 高倉保育所　遊戯室 姫、真脇、羽生
第 24※ 小浦地区集会所 小浦、羽根

■投票所は 24カ所です。当日投票される方は確認を！
　町が予定している投票所は下記のとおりです。合併前に旧能都町、旧柳田村が 100 人未満の投票所を統合し、能登町初め
ての選挙（町長選挙・無投票）では 39 カ所を設置しました。その後、選挙管理委員会委員が全投票所の施設を視察し、選
挙人減少による統合、投票所環境の平準化、事務の効率化などを考慮して現在の 24 カ所となっています。

◆
投
票
時
間  

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

（
第
４
・
５
・
８
・
９
・
13
・
14
・
15
・
17
・
19
・

21
・
24
投
票
区
は
午
後
６
時
ま
で
）

◆
有
権
者
に
つ
い
て

　

昭
和
61
年
10
月
23
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

で
、
平
成
18
年
７
月
16
日
ま
で
に
能
登
町
に
住

民
登
録
を
行
い
、
引
き
続
き
３
カ
月
以
上
能
登

町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方
が
有
権
者
で
す
。

◆
入
場
整
理
券
に
つ
い
て

　

入
場
整
理
券
は
、
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
住

所
へ
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
住
民
登
録
と
現
住

所
が
異
な
っ
て
い
る
方
は
、
入
場
券
が
届
か
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
入
場
整
理
券

が
な
く
て
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
当
日

選
挙
権
が
あ
れ
ば
投
票
で
き
ま
す
の
で
、
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

任
期
満
了
に
よ
る
能
登
町
議
会
議

員
選
挙
が
、
10
月
22
日
㈰
に
執

行
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の

３
月
に
は
石
川
県
知
事
選
挙
が
行
わ

れ
、
み
な
さ
ん
も
各
投
票
所
で
投
票

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
能
登
町
単
独
で

の
初
め
て
の
選
挙
で
も
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
た
め
て
自
分
が
投
票
す
る

投
票
所
の
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

10月22日㈰執行予定

町民の代表、選ぶのはあなたです。

■期日前投票所の場所と開設時間
開設期間 投票所名 投票時間

10 月 18 日㈬～
　10 月 21 日㈯

能都庁舎　2階 202 会議室
午前 8時 30 分～
　　　　午後 8時

柳田庁舎　1階事務室

午前 10 時～
　　　　午後 7時

内浦庁舎　1階ロビー

10 月 19 日㈭～
　10 月 21 日㈯

鵜川支所　図書室

小木支所　ロビー

忘れずに投票しましょう！

問選挙管理委員会（役場総務課内）☎ 62-8510

今回の定数は 20人、次回から 18人に
　町村合併に伴いさまざまな協議が合併
協議会で行われた中、議会議員の任期や
定数については約１年にわたり審議されました。
　その結果、市町村の合併の特例に関す
る法律による特例を適用し、定数を 18
人、合併後の初めての選挙では 20 人と
す る こ と、 在 任 期 間 を 平 成 18 年 10 月
末日までとすることが承認されました。

※地方自治法で定める定数は、人口２万人以上で
　26 人を超えない人数となっています。

◆
不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
現

在
出
稼
ぎ
な
ど
で
能
登
町
以
外
に
在
住
さ
れ
て

い
る
方
は
、
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
は
、事
前
に
宣
誓
書（
請

求
書
）
を
取
り
寄
せ
、
必
要
事
項
を
記
入
し
選

挙
管
理
委
員
会
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
請
求

の
あ
っ
た
現
住
所
へ
投
票
用
紙
お
よ
び
不
在
者

投
票
用
封
筒
な
ど
を
送
付
し
ま
す
。

○
期
日
前
投
票
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

期
日
前
投
票
は
、
宣
誓
書
（
請
求
書
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
投
票
用
紙
を
直
接
投
票
箱

に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
不
在
者
投
票
の

よ
う
に
不
在
者
投
票
用
封
筒
を
使
わ
な
い
た

め
、
簡
単
で
投
票
し
や
す
い
制
度
で
す
。

　

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、
買
い
物
な
ど

で
出
か
け
る
方
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
で
投
票
所
に

行
け
な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

開
設
期
間
中
で
あ
れ
ば
、
ど
の
投
票
所
で
も

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■開票は午後８時 20分から
　開票作業は、午後 8時 20 分から能都社会福祉会館 4階大集会場で行われる予定です。なお、開票速報番組を有線放送で
放送する予定にしています。



平成１８年１０月１日

    町民の皆様へ

            

                                                                              能登町長　持　木　一　茂　　

個人情報漏えいについてのおわびと再発防止策について

　すでに報道等でご存じかと思いますが、このたびの能登町の住民税に関する個人情報

が流出したことによりまして、行政に対する町民の皆様の信頼を損なうこととなり、心

より深くおわび申し上げます。

　個人情報流出の経緯につきましては、能登町の税務処理委託業務を行っている業者の

社員が所有するパソコンから、ファイル交換ソフトを介してインターネット上に流出し

たものです。

　今回の情報漏えいの原因が委託業者にあるとはいえ、町民の皆様の大切な個人情報を

管理する自治体として、また委託業者を監督する立場として、その責任の重さを痛感い

たしております。

　能登町といたしましては、この事態を厳粛に受け止め、今後このようなことのないよ

う下記の再発防止策を講じて、町民の皆様の信頼回復に誠心誠意努めてまいりますこと

をここにお誓い申し上げます。

記

　　　　　　　　・個人情報保護に対する教育の徹底

　　　　　　　　・パソコンやデータの庁舎外持ち出し禁止の徹底

　　　　　　　　・自宅パソコンでのファイル交換ソフト利用禁止の徹底

　　　　　　　　・委託契約条項のセキュリティー項目強化

　　　　　　　　・委託業者に対する契約条項履行確認の徹底

個人情報漏えいについてのおわび

▲

漏えいした個人情報は次のとおりです

内　　　　　容 詳　　　　　細 件数

旧能都町の平成 15 年度個人住民税に関する情報 所得割、均等割のある納税者の整理番号、税額 4,558 件

旧能都町の平成 16 年度個人住民税に関する情報 納税者の住所、氏名、整理番号、普通徴収対象者の税額 8,134 件

▼個人情報流出の経緯
9月 9日㈯　
　21:50 頃　役場当直室にインターネット掲示板で能登町の個人情報が流出している旨の電話連絡

　22:30 頃　役場担当者が掲示板を発見。情報流出に関する最初の書き込みが 9日 17:00 頃であることを確認

　　　　　  委託業者に連絡し調査を指示する

9 月 10 日㈰
　 2:00 頃　委託業者より流出データ発見の連絡

　 6:00 頃　委託業者の調査により、漏えい元のパソコンが特定され原因が判明

　 8:30 頃　委託業者社長ほか４人が来町し、報告を受ける

　 9:00　 　総務課長ほか町関係者で対応を協議

　18:00　 　町長を含む町関係者が委託業者から報告を受け、対応を協議

9 月 11 日㈪
　13:30　 　緊急課長会議を招集し、個人情報取り扱いに対する周知徹底を指示　

　15:00　 　能登町役場にて記者会見を行う

▼原因と対応
【データ流出原因】
　平成 16 年 7月　

　　委託業者の担当者（関連会社社員）が、住民税業務にて作業用および確認用にデータを作成しＵＳＢメモリに保存

　平成 16 年 12 月

　　保存されたデータの一部をファイル交換ソフトがインストールされた自宅のパソコンに保存

　平成 18 年 8月

　　自宅パソコンのウィルス対策ソフトの期限切れによるウィルス感染により、データが流出

【対応】
　・調査会社にインターネット上の調査を依頼。プロバイダーに削除要請を実施し、データの削除・拡散防止をする

　・住民への対応として相談窓口を設置

　・個人情報が流出した住民に対し、謝罪文を郵送

　・個人情報を取り扱う委託業者に対して、契約内容の見直しや指導監督の強化を実施

　・右ページの再発防止策を町職員に通知し、徹底させる

▼個人情報漏えいに関する相談窓口について
　　　　　　　　　　　　　　　　　・電話の場合→総務課　☎ 62-8510
　　　　　　　　　　　　　　　　　・来庁の場合→総務課または各庁舎総合サービス課
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ガ
ー
コ
（
♂
）

編

■営業時間　
　平日 午前 8 時～午後 5 時　
■休業日　土曜日・日曜日
　※事前にご予約いただけれ　
　ば営業します。

■住　所　立壁 301　　
■料　金　
　※使用する装置、利用時間　
　により変わります。

■問い合わせ　☎ 72-8111
　　　　　　　℻ 72-8112

　「能登の新しい味を発見しませんか」
　　　　　　　　　　   農林水産物加工開発センター職員

　　　　　　　 濱名 和也さん
　深層水を使った豆腐づくりでは

「豆本来の味がする」と好評です。
今後より多くのみなさんに、この
施設を知っていただければと思っ
ています。

坂口 貴紀さん
　町内外からこの施設を訪れた小中学生たちに、魚のさばき方
などを指導したり、おいしい加工品が作れたときはとても嬉し
いですね。みなさんもぜひこの加工センターをご利用ください。

農林水産物加工開発センター

　

こ
こ
は
地
元
の
食
材
を
使
っ
て
、
地
域
の
特

産
品
を
作
り
出
す
た
め
の
施
設
な
ん
だ
よ
。
一

般
の
家
庭
じ
ゃ
な
か
な
か
で
き
な
い
、
色
ん
な

食
品
加
工
が
で
き
る
ん
だ
。
直
径
１
ｍ
の
大
き

な
釜
や
、
ボ
イ
ラ
ー
の
蒸
気
で
一
気
に
蒸
し
上

げ
る
セ
イ
ロ
、
真
空
パ
ッ
ク
装
置
、
魚
や
イ
カ

を
干
物
に
す
る
大
き
な
乾
燥
機
な
ど
色
ん
な
機

械
や
設
備
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
。　

　

使
う
機
械
の
種
類
や
時
間
に
よ
っ
て
利
用
料

が
違
う
か
ら
、
利
用
申
込
み
を
す
る
と
き
に
施

設
の
人
に
相
談
し
て
ね
。

　

作
り
立
て
の
味
が
楽
し
め
る
体
験
教
室
も
開

か
れ
て
い
る
よ
！
に
が
り
の
代
わ
り
に
海
洋

深
層
水
を
使
っ
た
豆
腐
づ

く
り
や
イ
カ
の
塩
辛
づ
く

り
な
ど
が
体
験
で
き
る
ん

だ
っ
て
。
手
作
り
、
出
来

た
て
の
お
豆
腐
の
味
は
ま

た
格
別
だ
よ
！

　

そ
れ
か
ら
、
地
元
で
捕

れ
た
魚
で
作
っ
た
お
い
し
い
干
物
も
こ
こ
で
販

売
し
て
る
ん
だ
！
旬
の
魚
を
干
物
に
し
て
１
箱

３
０
０
０
円
の
詰
め
合
わ
せ
も
発
送
し
て
い
る

ん
だ
っ
て
。
ふ
る
さ
と
の
海
の
香
り
を
誰
か
に

届
け
て
み
て
は
い
か
が
？

相
撲
の
競
技
場
「
土
俵
」。
こ

の
土
俵
を
造
る
こ
と
が
で
き

る
人
間
は
、
県
内
で
も
数
少
な
い
。

そ
の
う
ち
の
一
人
が
新
保
の
稲
井
信

男
さ
ん
だ
。
元
々
相
撲
部
出
身
の
稲

井
さ
ん
が
土
俵
造
り
を
始
め
た
き
っ

か
け
は
25
年
以
上
前
、「
自
分
た
ち

が
練
習
し
て
い
た
土
俵
を
自
分
で
直

そ
う
と
思
っ
た
」
か
ら
だ
。
自
分
で

俵
を
作
り
、
夜
に
一
人
で
作
業
し
た

と
い
う
。
出
来
上
が
っ
た
土
俵
に
仲

間
も
驚
い
た
。

　
「
最
近
は
県
内
の
み
な
ら
ず
北
信

越
か
ら
も
依
頼
が
く
る
」
と
話
す
稲

井
さ
ん
。
手
掛
け
る
土
俵
は
「
き
れ

い
さ
」が
自
慢
だ
。
関
係
者
か
ら「
こ

ん
な
き
れ
い
な
土
俵
は
初
め
て
」
と

言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。「
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
よ
う
な
美
し
さ
」
と

評
さ
れ
る
そ
の
土
俵
。「
土
に
は
独

自
の
成
分
を
混
ぜ
て
長
持
ち
す
る
よ

う
に
し
て
い
る
」
と
研
究
も
重
ね
て

い
る
。
そ
れ
で
も
「
大
男
が
転
が
っ

た
り
、
俵
に
足
を
か
け
た
り
す
る
と

ヒ
ヤ
ッ
と
す
る
」
ら
し
い
。

　
「
俵
が
入
る
と
土
俵
ら
し
く
な
る
」

こ
の
日
も
、
翌
日
に
控
え
た
大
会
に

向
け
、
丁
寧
に
俵
を
埋
め
て
い
た
。

　

稲
井
さ
ん
が
手
掛
け
る
土
俵
に

は
、
数
少
な
い
土
俵
造
り
職
人
と
し

て
の
『
誇
り
』
と
長
年
か
け
て
培
っ

た
『
職
人
魂
』
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

土
俵
造
り
職
人

  

稲い

な

い

の

ぶ

お

井
信
男
さ
ん
（
58
歳
・
新
保
）

Vol. ４

土
に
は「
誇
り
」を
、

　

俵
に
は「
職
人
魂
」を
。



2006.10  № 20  17 16

　スーツケースにたくさんの夢
と希望を詰め込んで、町内の中
学生 12 人が参加した平成 18 年
度能登町中学生海外研修。この
事業は、次代を担う中学生を海
外へ派遣し、広い視野と実践力
を備えた人材を育成することを
目的とし、８月 18 日から 27 日
までの９泊 10 日の日程で行われ
ました。日本語が通じない環境
で生徒たちは何を感じ、何を発
見したのでしょうか？
　さまざまな思いを胸に海外研
修にチャレンジした生徒たちの
体験記をご紹介します。

松
波
中
学
校
２
年　

鵜
垣
真
依

　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
対
面
式
の
と
き
、わ
た
し
は
「N

ice to m
eet you!

（
は
じ
め
ま
し
て
）」

と
心
の
中
で
何
度
も
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
実
際
に
ホ
ス
ト
フ
ァ
ザ
ー
が
わ
た
し
た
ち

に
「H

ow
 are you?

（
元
気
？
）」
と
聞
い
て
き
た
と
き
に
緊
張
の
あ
ま
り
「N

ice to m
eet you!

」

と
言
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
言
っ
た
あ
と
に
そ
れ
に
気
づ
い
た
あ
た
し
は
「
や
っ
ち
ゃ
っ
た
ぁ
」
と

い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ー
ザ
ー
は
優
し
く
笑
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
に
万
華
鏡
と
折
り
紙
、
扇
子
、
日
本
の
絵
が
描
い
て
あ
る
ハ
ン
カ
チ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
す
ご
く
喜
ん
で
く
れ
て
よ
か
っ
た
で
す
。
わ
た
し
の
家
族
の
写
真
も
見
せ

ま
し
た
。
キ
リ
コ
の
写
真
も
見
せ
て
自
分
の
家
や
ペ
ッ
ト
の
写
真
も
見
せ
ま
し
た
。
家
族
一
人
ひ
と

り
の
話
を
し
た
り
石
川
県
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
か
も
教
え
て
あ
げ
ま
し
た
。
お
別
れ
の
日
に
は
短

い
間
だ
っ
た
け
ど
マ
ザ
ー
に
抱
き
し
め
ら
れ
て
涙
が
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
田
中
学
校
２
年　

向
口
瑞
希

能
都
中
学
校
２
年　

笹
野
里
香

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
初
日
は
、
言
葉
が
伝
わ
ら
な
さ
過
ぎ
て
「
も
う
嫌
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。
が
！
そ

ん
な
こ
と
を
考
え
な
い
で
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
子
ど
も
と
遊
ん
で
「
ど
う
や
っ
て
遊
ん
で
仲
良
く

な
ろ
う
か
な
」
と
考
え
る
よ
う
に
し
た
ら
、
と
て
も
楽
し
く
５
日
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

日
本
の
遊
び
や
日
本
語
を
教
え
て
あ
げ
る
と
、
そ
の
代
わ
り
に
英
語
も
い
っ
ぱ
い
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
だ
か
ら
お
別
れ
の
と
き
は
と
て
も
切
な
か
っ
た
で
す
。

　

僕
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
く
前
は
、
英
語
な
ん
て
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
実
際

に
行
っ
て
み
る
と
や
っ
ぱ
り
英
語
は
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
研
修
の
中
で
一
番
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
ジ
ャ
プ
カ
イ
文
化
パ
ー
ク
で
す
。
そ
こ
で
見
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
の
先
住
民
、
ア

ボ
リ
ジ
ニ
の
ダ
ン
ス
は
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。
ま
た
ブ
ー
メ
ラ
ン
や
槍
投
げ
も
と
て
も
お
も
し
ろ

か
っ
た
で
す
。　
　
　

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
都
中
学
校
２
年　

鷲
竹
伊
織　

松
波
中
学
校
２
年　

清
佐
早
彩

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
み
て
、
い
ろ
ん
な
景
色
を
見
た
り
、
新
し
い
家
族
と
過
ご
し
た
り
、

と
て
も
貴
重
な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。
英
語
も
前
よ
り
も
っ
と
興
味
が
で
て
き
た
し
、
外
国
の
こ
と

も
少
し
分
か
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
何
も
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
た
自
分
に
も
、
少
し
自
信
が

持
て
ま
し
た
。
ま
た
、
能
都
中
と
柳
田
中
の
友
だ
ち
が
み
ん
な
と
て
も
優
し
く
て
明
る
く
て
一
緒
に

研
修
に
行
け
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

わ
た
し
が
一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
学
校
訪
問
で
す
。
現
地
に
行
く
ま
で
は
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
や
「O

K

」
と
か
「Y

es

」
な
ど
の
相
づ
ち
で
な
ん
と
か
い
け
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

で
も
実
際
に
は
、
何
て
言
え
ば
い
い
の
か
、
ど
う
や
っ
て
伝
え
れ
ば
い
い
の
か
分
か
ら
な
く
な
っ
て

頭
が
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。
や
っ
ぱ
り
英
語
を
も
っ
と
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
と

す
ご
く
後
悔
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
都
中
学
校
２
年　

藤
田　

明

って
どんな国？

　

今
ま
で
は
英
語
の
授
業
で
も
、
本
当
に
こ
ん
な
会
話
を
し
て
い
る
の
か
と
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
本
当
に
使
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
正
し
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
人
か
ら
聞
い

た
り
、
本
を
見
た
り
す
る
よ
り
も
、
一
度
現
地
に
行
っ
て
自
分
で
体
験
し
た
ほ
う
が
ず
っ
と
勉
強
に

な
っ
た
し
、
ま
た
自
分
で
も
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、
こ
の
海
外
研
修
で
こ
れ
か

ら
の
人
生
で
プ
ラ
ス
に
な
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
都
中
学
校
３
年　

西　

寿
野

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
っ
て
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
食
事
で
す
。
外
国
は
ご
飯
の
量
が
多
い
、
日

本
人
の
口
に
合
う
も
の
は
少
な
い
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
わ
た
し
は
大
丈
夫
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
手
作
り
ウ
イ
ン
ナ
ー
な
ど
お
い
し
か
っ
た
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、
料
理
は
あ
ん
ま
り
お
い
し

く
な
か
っ
た
で
す
。
で
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
見
て
い
る
と
、
み
ん
な
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い

ま
し
た
。
わ
た
し
は
「
日
本
と
こ
こ
ま
で
食
生
活
が
違
う
ん
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
都
中
学
校
２
年　

酒
屋
真
紀

能
都
中
学
校
３
年　

青
山
早
紀

　

こ
の
研
修
に
参
加
し
て
能
登
町
は
も
っ
と
い
ろ
ん
な
国
と
の
交
流
を
深
め
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
し

た
。
能
登
は
日
本
で
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
地
域
な
の
で
、
ま
ず
は
日
本
人
に
能
登
の
い
い
と

こ
ろ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
欲
し
い
で
す
。
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
国
と
関
わ
り
を
持
ち
、
子
ど
も
だ
け
で

な
く
大
人
も
参
加
で
き
る
研
修
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す
。
観
光
目
的
で
は
な
く
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

な
ど
で
国
際
交
流
を
深
め
て
欲
し
い
で
す
。
異
文
化
に
触
れ
、
日
本
の
良
さ
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

能
都
中
学
校
２
年　

大
黒
眞
唯
子

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
行
く
ま
で
は
「
積
極
的
に
話
し
か
け
た
り
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学
ぼ
う
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
そ
の
日
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
不
安
が
た
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
初
め
て
会
っ

た
、
し
か
も
違
う
国
の
違
う
文
化
の
中
で
育
っ
た
人
と
一
緒
に
生
活
す
る
の
が
一
番
の
不
安
で
し
た
。

で
も
、
現
地
で
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
友
だ
ち
も
来
て
く
れ
て
笑
顔
で
日
本
語
の
歌
も
う
た
っ
て

く
れ
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
迷
惑
も
か
け
た
と
思
う
け
ど
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

僕
は
ま
た
こ
の
様
な
機
会
が
あ
れ
ば
、
も
っ
と
英
語
を
勉
強
し
て
、
相
手
に
何
を
言
い
た
い
の
か
、

何
と
返
事
を
返
せ
ば
い
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
一
か
ら
学
び
、
も
う
一
度
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
単
語
を
並
べ
る
だ
け
で
は
な
く
、
一
生
懸
命
に
何
か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
意
思
が

必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
時
に
、
笑
顔
の
人
に
は
と
て
も
話
し
や
す

か
っ
た
の
で
、
笑
顔
は
世
界
共
通
な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。　
　

柳
田
中
学
校
２
年　

二
又　

亮

柳
田
中
学
校
２
年　

安
多
奈
　々

　

も
し
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
が
２
人
１
組
で
は
な
く
、
わ
た
し
ひ
と
り
だ
っ
た
と
し
た
ら
わ
た
し
は
何

を
し
て
い
た
だ
ろ
う
。
ま
ず
、
き
っ
と
が
ん
ば
っ
て
話
し
か
け
る
と
思
い
ま
す
。
英
語
が
分
か
ら
な

い
か
ら
と
言
っ
て
話
す
の
を
放
棄
し
た
ま
ま
で
は
何
も
始
ま
ら
な
い
か
ら
で
す
。
今
回
は
一
緒
に

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
向
口
さ
ん
に
英
会
話
な
ど
助
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
で
も
、
最
後
に
は
自
分
で

意
味
も
な
ん
と
な
く
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。　
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▲見ているだけでしあわせ
　になれそうなお地蔵さん

町長から花束を手渡され言葉を交わす八坂さん

ときお婆ちゃんおめでとう！
100 歳在宅長寿祝慰問

　８月 28 日で満百歳を迎えた恋路の八
はっさか

坂ときさん（明治 39 年

生）のご長寿をお祝いしようと、持木町長が八坂さんの自宅を

訪問しました。八坂さんは「遠いところをありがとうございま

す」と感謝の言葉で町長を出迎えました。

　今でも裁縫や洗濯は自分でこなし、お風呂もひとりでのんび

り入っているという八坂さんに長生きの秘訣を聞くと、「食べ

て寝るだけやわいね」とユーモアたっぷりに話してくれました。

　肌の色つやもよく、百歳とは思えないほど元気な八坂さん。

これからもお体に気をつけて毎日楽しく過ごしてくださいね。

　国民の祝日に関する法律で「多年にわたり社会に尽くしてき

た老人を敬愛し、長寿を祝う」日と定められている敬老の日（今

年は 9月 18 日）、宇出津地区の敬老会が役場能都庁舎で開催さ

れました。満 80歳以上の対象者 415人のうち 163 人が参加し、

婦人会のみなさんが用意した料理やアトラクションを楽しみま

した。また、この日を含む 3連休には、不動寺地区、岩井戸地区、

上町地区でも敬老会が催されました。敬老会は 9月から 10 月

にかけて町内 17 カ所で開催されます。町の敬老会対象者は約

2,300 人、これからも元気で長生きしてください。

元気で長生きしてください
敬老会

　昭和 63 年から 16 年間にわたり旧能都町の議会議員として町

の発展に尽力された故 川本貴久治さんの叙勲伝達式が、9月 6

日に役場能都庁舎で行われました。

　式では、持木町長から妻の桂子さんに「旭日単光章」が伝達

されました。川本さんは平成 10 年から 12 年まで議会議長・副

議長として議会の円滑な運営に尽力し、また合併協議会の委員

として能登町の誕生にも寄与されました。

　桂子さんは勲章を前に、「働いて働いて、とにかくまじめな

人だった」と故人を偲んでいました。

持木町長は「合併協議会でお世話になりました」とコメント

川本貴久治さんの叙勲を伝達
叙勲伝達式

新しい看板と使命を受けた旧白丸小学校校舎

やすらぎ能登教室開所式

　県内７カ所目の施設として旧白丸小学校を利用して設置され

た適応指導教室「やすらぎ能登教室」。８月 22 日にその開所式

が行われ、関係者 40 人が出席しました。この施設は学校に行

けなくなった小中学生や高校生を対象に、心と体が安心できる

居場所を提供し、ゆるやかな学校や社会への復帰を手助けする

ところです。また、自分の意志を伝える力、集団生活の中に適

応する力を育みます。相談員の角昌三さんは「悩む子どもは少

ない方がいい、でもどこに相談すべきか分からないときは遠慮

なく連絡ください」と話していました。

心と体を育む教室

　小木地区の秋祭り「小木袖キリコ祭り」が 9月 16・17 日に

行われました。16 日夜、武者絵などが描かれた各町内自慢の

袖キリコが小木港に集結、花火を合図に順番に動き出しました。

　今年はあいにくの雨祭りとなり、袖キリコにはビニールがか

ぶせられていましたが、担ぎ手や子どもたちは、太鼓に合わせ

て「ヨイトショー、ヨイトショー」と元気に囃していました。

　午前 0時、西町に集結した袖キリコは、例年ならば御舟神社

への曲がりくねった急な坂を引き上げられますが、今年は雨の

ために危険との判断から中止されました。

雨の中でも、ヨイトショー！
小木袖キリコ祭り 宇出津小学校 6年生による鼓笛隊のパレード

商店街まつり「歩行者天国」

　9月 18 日、宇出津新町通りを中心として商店街まつり「歩

行者天国」が開催されました。にぎわいのある商店街をつくろ

うと毎年実施されているこのイベントは、毎年「お斎市」が行

われるこの時期に開催されています。

　午後 3時、保育所園児によるお祭りごっこから始まり、鼓笛

隊の演奏、ジャザサイズ、ブラスバンド演奏、よさこいなど多

彩な催しで会場は盛り上がりを見せていました。午後 7時から

はナツメロ歌謡ショーが行われ、乙田修三さんをはじめ 5人の

歌手が登場し、自慢の歌声を披露しました。

　

にぎわいのある商店街を

婦人会のみなさんのもてなしを受ける参加者 広い交差点で、勢いよく回される袖キリコ

安心・安全・豊かな暮らしを
北河内ダム起工式

　石川県が町野川開発事業として建設を進めている北河内ダムの建設工事安

全祈願祭と起工式が、９月３日に行われました。能登最大の河川である町野

川上流に建設される北河内ダムは、治水、利水、環境の３つを掲げ、洪水調

節と水道水の安定的な供給を目指しながら、環境にも最大限配慮されたダム

です。昭和 54 年に予備調査が開始されてから 27 年、昨年には付替道路も完

成しました。ダム本体の工事は今年度から進められ、平成 22 年の完成を目指

します。

▲

起工式での「作業
はじめ」で、スイッ
チを押す谷本県知事

▲

知事のスイッチで
重機が作業を開始し
ました
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能登町役場☎ 62-1000 ㈹／柳田庁舎☎ 76-8300 ／内浦庁舎☎ 72-2500
【今月の納税】町県民税第３期　国民健康保険税第４期　　納期限：10月 31 日㈫ Ｐｉｃｋｕｐくらしの  掲示板①

 お知らせ
マイ保育園へ登録しませんか    

　マイ保育園の登録をすると、出産前
からお子さんが生まれて３歳になるま
で、保育士の支援を継続的に受けるこ
とができます。保育所（園）で育児体
験などをしてみませんか。
〈対象者〉平成 18 年度４月１日以降
に生まれたお子さんの保護者および母
子健康手帳の交付を受けた方
〈内容〉育児相談・体験、一時保育無
料サービス（半日券３枚）
〈登録方法〉健康福祉課、各サービス課、
小木支所、各登録園にある申請書に必
要事項を記入し、各登録園に提出して
ください。
〈提出先〉 しらさぎ保育所 ☎ 62-0304
　　　　　　柳田保育所 ☎ 76-0154
　　　　　　松波保育園 ☎ 72-1157
　　　　　　小木保育園 ☎ 74-1107
問 健康福祉課 ☎ 72-2503

納めてますか介護保険料　　    

　介護保険料は、介護サービスに必要
な経費をまかなう重要な財源です。保
険料の滞納があると、１割負担での
サービスが利用できなくなる場合があ
りますのでご注意ください。
　保険料が未納の方は、できるだけ早
く納付しましょう。

■納付は便利な口座振替がお勧め！
　普通徴収（納付書で納める方）で介
護保険料を納めている方には口座振替
がお勧めです。納付書、通帳、お届け
の印かんを持って、金融機関または役
場各窓口でお申込みください。
問 長寿介護課 ☎ 72-2502

調査員がお伺いします！　　    

　10 月１日は平成 18 年事業所・企業
統計調査の日です。調査員証を携帯し
た調査員が事業所に伺いますので、ご
協力ください。
問 企画財政課統計係 ☎ 62-8503

社会生活基本調査にご協力を    

　国勢調査の翌年、５年に１度行われ
る調査です。県が選定した世帯を対象
に調査員が伺いますのでご協力をお願
いします。
問 県統計情報室　☎ 076-225-1111

ご存じですか特別障害給付金制度 

　国民年金の任意加入の時期に傷害を
負い、未加入だったために傷害年金を
受けられない方を対象にした「特別障
害給付金」という福祉的措置制度があ
ります。対象になる方は役場各窓口ま
でお問い合わせください。
〈対象者〉
①平成３年３月以前に国民年金に任意
加入対象であった学生
②昭和 61 年３月以前に国民年金任意
加入対象であった被用者（厚生年金、
共済組合等加入者）の配偶者であって、
任意加入期間に初診日があり、現在障
害基礎年金の１級・２級相当の障害に
ある方。ただし 65 歳に達する日の前
日までにその障害の状態にある方に限
ります。
※現在、障害基礎（厚生・共済）年金
を受けている方は対象になりません。
〈支給額〉
・障害基礎年金１級に該当　月額５万円
・障害基礎年金２級に該当　月額４万円
問 町民課年金係 ☎ 72-2501

生活やビジネスに石川県民手帳  

　県内のさまざまな情
報がもりだくさんの
2007 年度版県民手帳の
申込みを受付けます。
〈サイズ〉
15.3 ㎝×９㎝
〈発行〉10 月下旬
〈価格〉１冊：450 円
〈申込期限〉10 月 10 日㈫
問 企画財政課 ☎ 62-8503

サケを捕るとあなたも捕まる！ 

　河川でサケを許可なく採捕すること
は、「水産資源保護法第 25 条」で禁
止されています。そのため、この法律
に違反すると罰則が科せられます。
問 水産課 ☎ 72-2504

６５２円です。　　　　　　    

　10 月１日から石川県最低賃金が時
間額 652 円に改正されました。なお、
業種によってはこれより高い産業別賃
金が適用されますので、詳しくは下記
までお問い合わせください。
問 石川労働局 ☎ 076-265-4425

労働保険に加入してますか？    

　10 月は労働保険適用促進月間です。
労働者を一人でも雇用していれば必ず
加入しなければなりません。事業主の
方は早急に手続きをしましょう。パー
トタイム労働者についても、週の所定
労働時間が 20 時間以上で１年以上の
雇用見込があれば労働保険加入の必要
があります。
問 ハローワークのと ☎ 62-1242

土地について考えましょう　    

　10 月１日は土地の日と定められ「地
域に貢献・社会に貢献・土地利用」を
合言葉に土地について町民の理解と関
心を高め、土地関係施策のより実行あ
る推進を目的としています。みなさん
も土地について考えてみましょう。
問 企画財政課 ☎ 62-8503

県産木材使用住宅に補助します 

　石川県では、県内の森林から伐採さ
れた木材を活用した住宅建設を促進す
るため、自分で住むために住宅を建築
した方に対し補助を行っています。
　今年度より新制度を設け、補助対象
住宅を拡充しました。制度について詳
しくは奥能登農林総合事務所にお問い
合わせください。
〈募集戸数〉新制度 20 戸、
従来制度 10 戸の計 30 戸
〈補助金額〉１戸あたり 20 万円
〈申込期限〉平成 19 年３月５日㈪
（平成 19 年２月末完成分まで）
問 奥能登農林総合事務所
　☎ 0768-26-2329

恩給欠格者、引揚者のみなさまへ

　独立行政法人平和記念事業特別基金
では、次の方々に内閣総理大臣名の賞
状などを贈呈しています。
・旧軍人等で恩給等を受けていない恩
　給欠格者の方
・終戦に伴い本邦以外の地域から引き
　揚げてこられた方
※請求書類は、健康福祉課、各サービ
ス課、小木支所の窓口にあります。
問 平和記念事業特別基金　
　☎ 0120-234-933

相　談
行政に対する相談を受付けます   

　10月16日から22日は「行政相談週間」
です。
　行政相談は、次の行政相談員、石川
行政評価事務所で電話、ＦＡＸなど方
法を問わず受付けていますので、お気
軽にご相談ください。
〈行政相談委員〉
重木幸長（五十里）☎ 76-0650
吉岡梅子（柿　生）☎ 67-1920
芳野洋子（小　木）☎ 74-1307
〈石川行政評価事務所〉
　☎ 076-222-5231　℻076-222-5233

法律相談　　　　　　　　　    

　金沢弁護士会では、能登法律相談セ
ンターを運営し法律相談を実施します。
〈10月の相談日〉
５日、12 日、19 日、26 日（木曜日）
〈時間〉午後１時 45 分～４時 15 分
〈場所〉穴水町地域情報センター
〈相談料〉30 分以内　5,000 円
〈電話予約〉相談希望者は、相談日の
午後５時までに電話予約してください。
問 金沢弁護士会 ☎ 076-2211-0242
　

心配ごと相談　　　　　　　    

〈能都庁舎〉6 日㈮、19 日㈭
　午前 10 時～ 12 時
〈笹ゆり荘〉10 日㈫、24 日㈫
　午前 10 時～ 12 時
〈内浦福祉センター〉10 日㈫
　午後１時 30 分～３時 30 分
〈小木支所〉20 日㈮
　午後１時 30 分～３時 30 分
問 社会福祉協議会 ☎ 72-2322

あなたの一番星をみつけよう！

こい♥こい♥能登♪
　自然あふれる豊かな能登町で、
ステキな彼氏彼女を見つけません
か？カップルになったお二人には
「能登牛フルコースお食事券」を
プレゼント！
〈日時〉11 月 12 日㈰午前 10 時～
〈場所〉柳田植物公園内　満天星
〈対象〉町内在住の独身男性、お
よび県内在住の独身女性でいずれ
も 20 歳代から 40 歳代の出会い
を求めている方（各 15 人）
※応募多数の場合は抽選
〈参加費〉１人：3,000 円（昼食・
コーヒー代、工作材料費ほか）
〈内容〉自己紹介、好感度カード
記入、ゲーム、トークタイム、ア
クセサリー作り、連絡ＯＫカード
記入、カップル発表
〈申込受付〉11 月６日㈪までに氏
名、年齢、性別、住所、電話番号
を記入のうえ郵送、ＦＡＸ、また
はメール（タイトルに【こいこい
能登申込】と明記）で下記までお
申込みください。
問 生涯学習課 
　☎ 72-2510　℻72-2393
shougaigakushuu@town.noto.lg.jp

「イカす会」に遊びに行こう！

〈期日〉10 月８日㈰
〈時間〉午前 10 時～ 午後６時
〈場所〉県漁業協同組合小木支所
〈内容〉イカのつかみ取り、イカ
ダレース、花火、模擬店ほか　
■カラオケ大会出場者募集♪
　10 月６日㈮の正午までにお申
込みください。（先着 15 人）
　定員に満たない場合は当日参加
を受付けます。
問商工観光課 ☎ 72-2505
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日　時 対象区域 検査会場

16 日㈪

午
後
１
時
〜
３
時

柳田地区 柳田体育館

17 日㈫
小木中学校校下
高倉地区

小木支所

18 日㈬ 松波中学校校下 内浦福祉センター

19 日㈭ 鵜川・瑞穂地区 鵜川支所

20 日㈮
宇出津・神野地区 能都庁舎

23 日㈪

　　　「はかり」は大切な道具、検査を忘れずに。
　
　商取引、証明などに使用する「は
かり」は、計量法に基づく定期検
査を２年に１回受けなければなり
ません。
　次の日程で定期検査が実施され
ますので必ず受検しましょう。
問 商工観光課 ☎ 72-2505

イベント・講座
森林組合デー「林業まつり」　   

　２日間にわたり開催します。両日と
も先着 50 人に花のポット苗をプレゼ
ントします。ぜひご来場ください。
〈日時〉10 月 21 日㈯・22 日㈰
午前８時 30 分～午後４時 30 分
（２日目は午後３時 30 分まで）
〈場所〉のと森林組合（穴水町）
〈内容〉庭木・資材・農林水産物即売市、
木工品販売、飲食コーナー、きのこの
見分け方教室（販売）、林業教室、チェー
ンソー・下刈機引き取りサービスほか
問 のと森林組合 ☎ 0768-52-0316

自然学校設立記念シンポジウム    

　奥能登で「能登半島・里山里海自然
学校」が展開されることになりました。
能登の貴重な自然財産を守り、環境配
慮型の農林水産業の振興策を地域のみ
なさんと一緒に模索します。
　入場は無料ですので、ぜひご来場く
ださい。
〈日時〉10 月９日㈪ 午前 10 時～
〈場所〉ラポルトすず（珠洲市飯田町）
問 金沢大学「角間の里山自然学校」
　☎ 076-264-6698

家族としての関わり方を学ぶ    

　精神障害者の家族が病気や社会資源
などについて知識や対応を学び、適切
に対処できるようにするための教室を
開きます。悩みや不安を少しでも和ら
げるために参加してみませんか。参加
費は無料です。
〈対象〉精神科に通院、入院している
方のご家族

〈日程および場所〉
10 月６日㈮・27 日㈮
　能登北部保健福祉センター（輪島市）
11 月９日㈭　宇出津公民館
11月29日㈬　ピアサポート北のと（穴水町）
※時間は全て午後２時から４時まで
〈内容〉精神科医による幻覚と妄想・
向精神薬などについての講義、相談支
援機関の活用法についてなど
〈申込受付〉参加希望者は事前に下記
までお申込みください。
問 県能登北部保健福祉センター
　☎ 0768-22-2011

募　集
看護師採用候補者試験　　　    

〈採用予定人数および職種〉
看護師　12 人程度　公立宇出津総合
病院における看護業務など
〈受験資格〉昭和 31 年４月２日以降
に生まれた方で、現に看護師の免許を
有する方、または平成 19 年４月末日
までに免許取得見込の方
〈試験日時〉
12 月 28 日㈭までの期間中（午前８時
30 分～午後５時、土・日曜日、祝日
は除く）に随時受付し試験日時を決定
〈試験場所〉公立宇出津総合病院
〈試験方法〉作文、面接、書類審査
〈合格発表〉試験後速やかに通知
〈合格から採用まで〉勤務が可能な日
から随時採用とすることができます。
〈申込受付〉総務課または公立宇出津
総合病院にある受験申込書に必要事項
を記入のうえ、履歴書および看護師免
許の写し（看護学校等卒業見込書可）
を添えて総務課に提出してください。
問 総務課 ☎ 62-8510 または
　公立宇出津総合病院 ☎ 62-1311

町営住宅入居者募集　　　　    

　次のとおり、町営住宅入居者を募集
します。
〈募集期間〉10 月２日㈪～ 16 日㈪
〈対象住宅〉
①さくら団地　２戸（３ＬＤＫ・柳田）
②桜木住宅　１戸（２ＤＫ・鵜川）
〈家賃〉①月額３万円②所得により決定
〈入居資格〉
・能登町に住所を有する方
　（予定者を含む）
・住宅に困窮している方
・町税などの滞納がない方
・収入基準
①所得月額が 20 万円以上
②所得月額が 20 万円以下
※単身の方はご遠慮いただくことがあ
ります
問 建設課 ☎ 76-8304

ブルーベリーを作りませんか？

　１戸当たり 50 本以上、200 本以内
の栽培を希望される方を募集します。
興味のある方は、ぜひお問い合わせく
ださい。
〈経費〉
１本当たり約 5,000 円～ 5,500 円
〈申込期限〉11 月 20 日㈪
問 やなぎだブルーベリー生産組合事
務局 （モデル農場内） ☎ 76-0014

ラブロで出来るこんな体験　    

■ペアタッチセラピー（先着 10人）
　気持ち良く肌にふれるコミュニケー
ション体験。親子、友だちなど２人ペ
アでご参加ください。
〈日時〉10 月 21 日㈯ 午後２時～
〈場所〉ラブロ恋路  １階ロビー
〈参加料〉１組：1,000 円
〈申込期限〉10 月 19 日㈭
■たこすかし漁体験
　この時期にしかできない伝統漁法の
「たこすかし」を体験しよう。
〈期間〉10 月末まで
〈時間〉午後３時～５時
〈参加料〉1,000 円
　　　　（ラブロ恋路入浴代含む）
〈申込受付〉体験を希望する日の１週
間前までにご予約ください。
問 ラブロ恋路 ☎ 72-1234

あなたもまちづくりプランナー   

〈期間〉10 月 13 日㈮～ 15 日㈰
〈対象〉大学生・社会人などで地元が
好きな人
〈会場〉国立能登青少年交流の家
　　　（羽咋市）
〈内容〉地域の活性化を目指し、実践
しているプログラムを体験します。
〈参加費〉5,000 円
〈申込期限〉10 月 6 日㈮
問 国立能登青少年交流の家　室橋
　☎ 0767-22-3123

▲

　親子ペットボトルロケット打ち上げ大会　 ▲

〈日時〉10 月 21 日㈯  午前 10 時受付
〈場所〉能登空港ターミナルビル４階
〈対象〉小学生 50 人（３年生以下は保護者と一緒にご参加ください）
〈申込受付〉10 月 10 日㈫までに各小学校の担任の先生に申込んでください。

▲ 　

フリーマーケットに出品しませんか？　 ▲

〈日時〉10 月 22 日㈰  午前 10 時～午後３時
〈場所〉能登空港  多目的広場
〈出品可能な物〉衣類、雑貨、おもちゃ、リサイクル品、古道具、古美術
品など（食品、危険物のほか公序良俗に反するものは出品できません）
〈申込受付〉はがきに氏名、住所、電話番号、品目を記入し 10 月 17 日㈫
までに下記まで送付してください。（ＦＡＸでも可）

▲

　能登空港地物市が開催されます　 ▲

〈日時〉10 月 29 日㈰  午前 9時～午後 2時
〈場所〉能登空港  多目的広場
〈販売品目〉奥能登地区の農林水産物
問〒 929-2392 輪島市三井町洲衛 10-11-1　能登空港ターミナルビル４階
　　能登空港利用促進協議会　☎ 0768-26-2303　℻ 0768-26-2305

▲

　航空祭２００６においでよ! 　 ▲

〈日時〉10 月７日㈯・８日㈰・９日㈷
〈場所〉日本航空学園輪島校
〈内容〉生徒による編隊飛行、ダンス、吹奏楽、太鼓隊アトラクション、
ミス日本来場、航空機展示、模擬店ほか
問 日本航空学園輪島校　☎ 0768-26-2255

能登空港イベント案内
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神和住 純杯エンジョイテニスフェスティバル`06
　元プロテニスプレーヤーのプレーを
ぜひ生で観戦してください。
〈期日〉10 月８日㈰・９日㈷
〈場所〉能都健民テニスコート
のじぎく国体に能登町選手団が出場
　国民体育大会秋季大会（兵庫県）に、
能登町から５種目の競技に 15 人の選
手と監督１人が出場します。選手のみ
なさんの健闘を心からお祈りします。
第１回奥能登体育大会
　合併後初めての奥能登体育大会が能
登町を主会場に開催されます。町民の
みなさんの応援をお願いします。
〈期日〉10 月 29 日㈰

能登町インディアカ大会
〈期間〉10 月 16 日㈪～ 11 月 16 日㈭
までの毎週月・木曜日
〈時間〉午後７時～９時
〈場所〉内浦体育館
〈対象〉能登町に在住または勤務する

方（学生は除く）で、心身ともに健康
で競技に支障のない方
〈参加料〉１チーム：1,500 円
〈競技方法〉４人１チームで交代は随
時認め、変則リーグで競技を行う
〈申込期限〉10 月 12 日㈭
問内浦体育館　☎ 72-0200  ℻72-0220
柳田植物公園チビッコ駅伝大会
〈日時〉10 月 21 日㈯午前８時より受
付午前 10 時スタート（雨天決行）
〈場所〉公園内特設コース
〈対象〉健康で完走できる小学生
〈チーム編成〉監督１人、コーチ１人、
選手５人、補欠２人で男女は問わない
〈競技方法〉５人１チームとし、１周 2.2
㎞の周回コースをたすきでリレーする
〈参加費〉１チーム：2,000 円（参加費
は現金または口座振込で納入ください）

■振込先：おおぞら農業協同組合柳田
支店（普）5868701 柳田植物公園チビッ
コ駅伝大会事務局
〈申込受付〉事前に健康診断を受け「参
加申込書兼誓約書」に必要な事項を記
入してお申込みください。
〈申込期限〉10 月 10 日㈫必着
問町陸上競技協会 干場廣規まで
柳田上町 8-348-1 ☎ 76-0633
能登町６人制バレーボール大会
〈期間〉■内浦会場　10 月 25 日㈬か
ら毎週水・金曜日　■能都会場　11 月
16 日㈭から毎週火・木曜日
〈時間〉午後７時～
〈場所〉内浦体育館　能都体育館
〈参加資格〉能登町に在住または勤務す
る方（同会場での重複登録は不可）
〈試合方法〉リーグ戦方式、１セット 25
点先取ラリーポイント制３セットマッチ
〈参加料〉１チーム：3,000 円（保険料ほか）
〈申込期限〉内浦会場は 10 月 18 日㈬、
　能都会場は 11 月９日㈭までに各体
育館までお申込みください。
※柳田地区は１月に開催予定
問町バレーボール協会 出村☎ 62-1855

北信越相撲選手権大会 (8/27)
〈個人 大学・一般〉優勝 坂下昭徳
能登町民ソフトボール大会 (8/27)
優勝 喜組　２位 俺っちゃ　３位 フレ
ンズ　敢闘賞 NNB

県少年相撲奥能登地区大会 (8/20)
〈団体〉３位 能登町相撲教室Ａ
〈個人１年〉２位 藪下　仁（小木小）
３位 板谷大斗（小木小）
〈個人２年〉３位 坂口柾起（松波小）
〈個人３年〉２位 桑村颯汰（松波小）
３位 木谷　匠（松波小）
〈個人５年〉優勝 橋本修弥（宇出津小）
〈個人６年〉３位 中平竜至（松波小）
県スポーツ少年団相撲交流大会 (8/27)
〈個人３年以下〉２位 木谷　匠 (松波小 )

３位 桑村颯汰（松波小）
県少年相撲選手権大会 (9/10)
〈団体〉３位 能登町相撲教室Ａ
〈個人５年〉２位 橋本修弥（宇出津小）
中能登カップ (9/2・3)
優勝 内浦ミニバスケットボール教室
能登ロマンズカップ (9/9・10)
優勝 内浦ミニバスケットボール教室
２位 小木ミニバスケットボール教室

■能都中学校■
北信越中学校ソフトテニス大会(8/8・9)
〈女子団体〉優勝
〈女子個人〉優勝 二田早智子・小谷内良
華 組　5 位 佐々木真子・岩本紗緒里 組
全国中学校ソフトテニス大会 (8/18)
〈女子個人〉2位 二田早智子・小谷内
良華 組
県中学校ソフトテニス選手権大会 (8/26~28)
〈女子団体〉優勝
〈女子個人〉優勝 二田早智子・佐々木真
子 組　3 位 山田理香子・谷内 萌 組
■鵜川中学校■
全国中学校ソフトテニス大会（8/17 ～ 19）
〈男子団体〉３位
県中学校ソフトテニス選手権大会 (8/26 ～ 28)
〈男子団体〉優勝 鵜川Ａ　２位 鵜川Ｂ
〈男子個人〉２位 寺下洸平・清水基善 
組　３位 夏畑敬之・中田大雅 組
３位 元　成海・浜高彰仁 組
〈女子団体の部〉３位

種　　　目 区　分 会　　　　　　場
開 会 式 内浦体育館
陸 上 男女 内浦陸上競技場 (10/15)
水 泳 男女 輪島市 ｢サンプルル｣
軟 式 野 球 男子 内浦野球場
ソ フ ト テ ニ ス 男女 ＷＡＶＥのと（雨天中止）
テ ニ ス 男女 松陵中学校テニスコート

バ レ ー ボ ー ル
一般男女 柳田体育館
壮年男女 柳田小学校体育館

バスケットボール 男女 輪島市門前健民体育館 (10/15)
卓 球 男女 内浦体育館
剣 道 男子 緑丘中学校体育館
柔 道 男子 能都中学校　雄志館
相 撲 男子 松波中学校屋内相撲場
バ ド ミ ン ト ン 男女 珠洲市健民体育館 (10/15)
ソ フ ト ボ ー ル 男女 能登青翔高校グラウンド
サ ッ カ ー 男子 内浦陸上競技場
ク レ ー 射 撃 男子 加賀市散弾銃射撃場 (10/21)

ゲ ー ト ボ ー ル
一般男女

能登三郷ゲートボール場
壮年男女

ゴ ル フ 男女 ザ・カントリークラブ能登 (10/28)
グラウンドゴルフ 男女 藤波運動公園多目的広場
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平成 18年 8月 16 日～ 9月 15 日
件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者 件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者

【学校教育課：２件】 【消防：2件】

宇出津小学校吹付石綿除去工事 宇出津 5,051,600 ㈲大山商店 鵜川分団車庫サイレン設置工事 鵜川 2,080,000 能登通信建設㈱

能都・鵜川・柳田中学校
　　　　　　吹付石綿除去工事

藤波・鵜川・
柳田 17,294,000 ㈲大山商店 消防設備整備事業（松波分団ポンプ車） 松波 17,100,000 長野ﾎﾟﾝﾌﾟ㈱

【下水道課：11 件】 【水産都市整備室：1件】

公共下水道事業（宇出津処理区）下水道
舗装本復旧工事その３（大棚木地内） 宇出津 16,000,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱ 街なみ環境整備事業　道路 7号線整備

工事 宇出津 10,070,000 ㈲ｹｲ･ｴﾑ･ﾃｨ

公共下水道事業（宇出津処理区）下水道
舗装本復旧工事その４（間島地内） 藤波 10,200,000 丸建道路㈱ 【水道課：9件】

公共下水道事業（松波処理区）管渠築造
工事その２ 松波 35,700,000 ㈱西中建設 石綿セメント管更新事業　上地内舗装

本復旧工事 上 2,450,000 島屋建設㈱

公共下水道事業（小木処理区）管渠築造
工事その３ 小木 17,000,000 興信工業㈱ 当目地区給水管布設替工事 当目 2,030,000 柳田建設㈱

農業集落排水事業瑞穂地区管路工事（山田１工区） 山田 42,800,000 森丑建設㈱ 松波処理区公共下水道事業に伴う配水
管布設替工事その１ 松波 1,860,000 ㈲千司

農業集落排水事業瑞穂地区管路工事（山田２工区） 山田 41,800,000 ㈱共立建設 野田地内（１工区）給水管布設替工事 柳田 5,250,000 鈴平建設㈱

小浦地区漁業集落環境整備管路工事　羽根４工区 羽根 16,750,000 鈴平建設㈱ 漆原地内減圧弁・流量計設置工事 宇出津 3,520,000 水元配管

小浦地区漁業集落環境整備管路工事　羽根５工区 羽根 2,780,000 ㈱大西建設 配水管布設工事（野田地内）２工区 柳田 18,700,000 北能産業㈱

公共下水道事業（小木処理区）中継ポン
プ設置工事 市之瀬 5,650,000 荏原商事㈱金沢支店 当目機械電気設備工事 当目 23,800,000 ㈱柿本商会

公共下水道事業（宇出津処理区）下水道
舗装本復旧工事その５（城野町・城山地内） 宇出津 18,500,000 丸建道路㈱ 松波処理区公共下水道事業に伴う配水

管布設替工事その２ 松波 7,060,000 椿原工業

公共下水道事業（宇出津処理区）下水道
舗装本復旧工事その６（大棚木地内） 宇出津 17,400,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱ 石綿セメント管更新事業　城山地内配

水管布設替工事 宇出津 8,630,000 水本設備

【建設課：3件】 【総務課：1件】

町道天坂 1号線　道路改良工事 天坂 45,800,000 鈴平建設㈱ 防災行政告知整備事業　屋外拡声設置
工事 内浦 86,500,000 日本電気㈱北陸支社

能登町住宅基本調査業務委託 町内 1,950,000 ㈱ﾋｭｰﾏﾝﾈｯﾄ 【農林課：3件】

町道藤波 5号線　側溝改修工事 藤波 2,160,000 ㈲木村建設 林道赤畑線開設工事 当目 25,000,000 ㈲渡瀬建設

【広報情報推進課：2件】 林道宮地線土質調査委託業務 宮地 1,000,000 興信工業㈱

農村振興情報基盤整備事業
　能都・内浦地区伝送路工事

松波・秋吉・
不動寺・白丸 251,000,000 富士通㈱北陸営業本部 林道宮地線測量・設計委託業務 宮地 3,000,000 日本海測量㈱

地域情報通信基盤整備推進交付金
　伝送路工事

松波・秋吉
白丸 105,000,000 富士通㈱北陸営業本部

※入札結果の件名は一部省略してあります。落札額には消費税相当額は含
まれていません。
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柳
田
分
署
☎
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－
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０
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５

  

能
登
消
防
署
☎
62

－

０
４
９
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
浦
分
署
☎
72

－

０
２
８
２

　
　
　
　
　
　

能
登
防
犯
協
会 

 

能
登
警
察
署　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

☎
62

－

１
３
３
４

　
　
　
　
　
　

能
登
交
通
安
全
協
会

安 心  安  全 ま ち づ く り
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あなたは第○号
被保険者ですか

■
年
金
の
種
類

第
１
号
被
保
険
者

　
（
20
歳
〜
60
歳
未
満
）

・
自
営
業
者
（
農
業
・
商
工
業
）
お

　

よ
び
そ
の
配
偶
者

・
学
生

・
失
業
者　

第
２
号
被
保
険
者

　
（
就
職
時
〜
70
歳
未
満
）

・
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
に
加
入
し

　

て
い
る
人

第
３
号
被
保
険
者

　
（
20
歳
〜
60
歳
）

・
厚
生
年
金
保
険
、
共
済
組
合
加
入

　

者
の
扶
養
家
族
に
な
っ
て
い
る
配

　

偶
者
（
保
険
料
は
配
偶
者
の
加
入

　

し
て
い
る
年
金
制
度
全
体
で
負
担

　

し
ま
す
）

■
こ
ん
な
場
合
は
届
出
を
し
ま
し
ょ
う

60
歳
未
満
の
方
で
、

　

・
会
社
を
退
職
し
た
と
き　
　
　

　

・
厚
生
年
金
共
済
組
合
に
加
入
し

　
　

た
と
き

　

・
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き

　

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
夫
の
扶
養
で

　
　

な
く
な
っ
た
と
き

・
国
民
年
金
を
請
求
す
る
と
き　

・
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
の
住
所

　

が
変
わ
っ
た
と
き

・
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
が
死
亡

　

し
た
と
き

■
保
険
料
の
納
付
期
限

・
保
険
料
を
納
め
忘
れ
た
場
合
は
、

　

２
年
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
納
め
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

・
申
請
免
除
、
学
生
・
若
年
者
の
特

　

例
納
付
は
10
年
ま
で
「
追
納
」
で

　

き
ま
す
。

■
任
意
加
入
が
で
き
ま
す

　

60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
年
金

を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
が
足
り

な
い
人
は
、
希
望
す
れ
ば
国
民
年
金

に
加
入
で
き
ま
す
。

問
町
民
課
年
金
係   

☎
72

－

２
５
０
１

能
都
サ
ー
ビ
ス
課
☎
62

－

８
５
０
０

柳
田
サ
ー
ビ
ス
課
☎
76

－

８
３
０
０

　この運動は、地域住民・自治体・民間ボランティアなどと警察が協力して「犯罪や事故のない、安全で安

心して暮らせる地域社会の実現」を図る目的で実施されるものです。

　　今すぐできる防犯活動
　　　　☞外出の際は短時間でも必ず戸締まりをしましょう
　　　　☞普段から近所同士で声を掛け合いましょう
　　　　☞車内に貴重品、現金、免許証、かばんなどを放置しないようにしましょう
　　　　☞車を離れるときは、窓を閉め、キーを抜き必ずドアロックをしましょう
　　　　☞自転車は二重に鍵を掛けましょう

北
河
内
ダ
ム
の
付
替
県
道
と

し
て
昨
年
7
月
に
開
通
し
た

五
十
里
地
区
と
北
河
内
地
区
を
結
ぶ

北
河
内
ト
ン
ネ
ル
内
で
、
９
月
６
日

に
交
通
事
故
を
想
定
し
た
訓
練
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に
は
、
道
路

を
管
理
す
る
県
奥
能
登
土
木
総
合
事

務
所
や
、
県
北
河
内
ダ
ム
建
設
事
務

所
、
能
登
警
察
署
、
能
登
消
防
署
柳

田
分
署
な
ど
の
関
係
者
合
わ
せ
て
40

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
災
害
応
急
活
動
の

技
能
を
高
め
る
と
と
も
に
、
応
急
対

策
の
迅
速
、
的
確
化
を
目
的
と
し
て

お
り
、「
ト
ン
ネ
ル
内
で
車
両
衝
突

事
故
が
発
生
し
、
負
傷
者
が
１
人
、

火
災
の
恐
れ
が
あ
る
」と
の
想
定
で
、

通
報
、
情
報
伝
達
、
避
難
誘
導
、
救

急
救
助
お
よ
び
消
火
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

ト
ン
ネ
ル
内
の
災
害
発
生
通
報
装

置
と
非
常
電
話
に
よ
る
関
係
機
関
へ

の
情
報
の
伝
達
か
ら
始
ま
り
、
救
助

隊
に
よ
る
事
故
車
内
か
ら
の
傷
病
者

の
救
出
、
救
急
隊
に
よ
る
応
急
処
置

後
の
搬
送
、
消
防
タ
ン
ク
車
に
よ
る

消
火
活
動
の
訓
練
が
真
剣
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

★
ト
ン
ネ
ル
内
で
非
常
事
態

が
発
生
し
た
ら･･

①
ハ
ザ
ー
ド
ラ
ン
プ
を
つ
け
後
続
車

　

に
合
図

②
非
常
駐
車
帯
に
車
を
入
れ
る

③
や
む
を
得
ず
車
線
上
に
停
車
し
た

　

場
合
は
、
停
止
表
示
板
を
置
き
、

　

車
線
上
に
止
ま
っ
て
い
る
こ
と
が

　

後
続
車
に
分
か
る
よ
う
に
す
る

④
非
常
電
話
で
通
報
し
、
管
制
室
の

　

指
示
に
従
う

⑤
同
乗
者
も
車
か
ら
降
り
て
、
非
常

　

駐
車
帯
・
非
常
口
な
ど
の
安
全
な

　

場
所
に
避
難
す
る

ト
ン
ネ
ル
内
の
非
常
事
態
に
備
え
てトンネル内の事故現場に向かう救助隊員

全国地域安全運動
あいさつで　つなごう人の和　防犯の輪
～みんなでつくろう　安心の街～

10月11日㈬～20日㈮まで

飲酒運転
絶対に
許すな‼

▼飲んだら絶対ハンドルを握らない‼

　 ▼あなたは、一杯のお酒を人生のすべてと引き換えるのですか⁉

　 　 ▼その一杯で、すべてを失う‼
　　   　※同乗者も運転手と同様に厳しく処罰されます。
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　 　■小児科専門外来　
 　　　　　　〈循 環 器〉 10 月 3 日㈫ 14:00 ～ 16:00　　 〈小 児 神 経〉10 月 24 日㈫ 14:00 ～ 16:00  

宇出津総合病院だより（☎ 62-1311）

中
央
図
書
館 （
宇
出
津
公
民
館
内
）

　
　
　

☎
62
ー
３
４
５
８

 　
　
　
　

10
月
の
新
刊

◆
一
般
図
書

・
下
北
サ
ン
デ
ー
ズ　
　
　
　

 

石
田
衣
良

・
人
間
の
け
じ
め　
　
　
　
　

 

上
坂
冬
子

・
屋
久
島
ジ
ュ
ウ
ソ
ウ　
　
　

 

森　

絵
都

・
石
の
庭
園　
　

 

モ
リ
ー
・
モ
イ
ナ
ハ
ン

・
男
の
晩
節　
　
　
　
　
　
　

 

小
島
英
記

・
人
生
の
旅
を
ゆ
く　

よ
し
も
と 

ば
な
な

・
志
ん
生
的
、
文
楽
的　
　
　

 

平
岡
正
明

・
夏
と
夜
と　
　
　
　
　
　
　

 

鈴
木
清
剛

・
東
山
殿
御
庭　
　
　
　
　
　

 

朝
松　

健

・
栗
林
忠
道 

硫
黄
島
か
ら
の
手
紙 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
林
忠
道

・
憲
法
改
正
序
曲　
　
　
　
　

 

岡
田
直
樹

・
よ
う
ち
ゃ
ん
の
夜　
　
　
　

 

前
川　

梓

・
お
母
さ
ん
、
ご
め
ん
ね 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
佐
見
玲
子

★
お
は
な
し
会　

　

14
日
㈯
、
18
日
㈬ 

午
後
２
時
30
分

★
お
は
な
し
勉
強
会　

　

15
日
㈰ 

午
後
１
時
30
分

★
お
は
な
し
学
習
会　

　

18
日
㈬ 

午
後
７
時
30
分

★
読
書
会　

　

25
日
㈬ 

午
後
１
時
30
分

★
開
館
時
間　

　

水
〜
日
曜
日　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

★
休
館
日　

月
曜
日
、
火
曜
日
、
祝
日
、

　

月
末
（
図
書
整
理
日
）

☆

☆

6 日㈮ 10:30　子育て支援ルーム　ぴよぴよタイム
7 日㈯　　　   秋の遠足（小学生以上）
13 日㈮ 10:30　子育て支援ルーム（保育室あり）
　　　               　  ママのためのクッキング

14 日㈯ 13:30　トランプ大会（小学生以上）
20 日㈮ 10:30　子育て支援ルーム　ぴよぴよタイム
27 日㈮ 10:30　子育て支援ルーム　身体測定
28 日㈯ 13:30　親子レクリエーション大会
29 日㈰ 13:30　こどもクッキング（小学生以上）

　　　　　　宇出津敬老会での「やっちゃ連」

4 日㈬ 15:00   あっぷるくらぶ
　　　　　　   「ふれあいレクリエーションタイム」

7 日㈯ 14:00　読み聞かせ「ひまわり」
11 日㈬ 15:00　みのりの秋ミニお茶会
14 日㈯ 14:00　まつなみっ子学級「俳句」
18 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ「オセロ大会」
21 日㈯ 10:00　こども生け花教室
21 日㈯ 14:00　読み聞かせ「ひまわり」
☆ 5日、12 日、19 日、26 日㈭は児育て教室が行われます。

◆開館時間　午前９時 15 分～午後５時 30 分
◆休館日　月曜日、第３日曜日
　　　　　

◆開館時間　午前 10 時～午後６時
◆休館日　日曜日、月曜日

http://www.hospitalnet.jp/
診療情報は、病院ホームページで確認できます。

３～４カ月児健診・ＢＣＧ接種
〈日　時〉10 月 12 日㈭ 13:10 ～ 13:30（受付）
〈場　所〉能都庁舎 １階老人室
〈対象児〉平成 18 年６月生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、ＢＣＧ予診票、
　　　　   バスタオル１枚、おむつ
〈担　当〉３～４カ月児健診：公立宇出津総合病院小児科医師
　　　　  ＢＣＧ接種：千間医師

３歳児健診
〈日　時〉10 月 26 日㈭ 13:10 ～ 13:30（受付）
〈場　所〉能都庁舎 ４階ホール
〈対象児〉平成 15 年７月～８月生まれ
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票①・②、採尿容器
〈担　当〉小児科医師・歯科医師・歯科衛生士・保健師・栄養士・
　　　　 保育士

赤ちゃん相談
〈日　時〉10 月 19 日㈭ 9:30 ～ 10:00（受付）
〈場　所〉柳田山村開発センター １階和室
〈対象児〉満１歳未満のお子さん
〈ミニ講話〉「親子の遊び方を学ぼう」
〈持ち物〉母子健康手帳、バスタオル１枚、おむつ
〈担　当〉保育士・保健師・栄養士

ポリオ生ワクチン投与
〈日　時〉10 月 10 日㈫ 14:00 ～ 14:45（受付）
〈場　所〉まつなみキッズセンター
〈担　当〉武田医師
〈対象児〉生後３カ月～ 90 カ月でポリオワクチンを２回投
　　　　  与していないお子さん
〈持ち物〉母子健康手帳・予診票
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Ｃｈａｃο　
■君がくれたもの
　切なくて、苦しいけれど明
らかになる『カグ』の真実。
｢ 天使がくれたもの ｣ シリー
ズ第４弾最終章。

安倍晋三
■美しい国へ
　「戦う政治家」とは、ここ一
番で国家のため国民のために
批判を恐れず行動する政治家
のことである。わたしは、つ
ねに戦う政治家でありたい。

各地区で女性がん検診（集団）を実施します。女性がん
検診は検査の精度やレントゲン被曝のリスクから２年

に１回の受診となります。昨年受けた検診を確認してから
受診してください。（事前の申込みは必要ありません）

■子宮がん検診
〈対象〉20 歳以上の方〈料金〉500 円
■乳・甲状腺がん検診
〈対象〉40 歳以上の方〈料金〉1,000 円

予防接種法による 65歳以上の方のイ
ンフルエンザ予防接種は 11月から実
施します
　町内の医療機関（一部町外で接種
できる医療機関もあります）で、65
歳以上の方は、1,000 円でインフルエ
ンザ予防接種ができます。接種期間
は 11 月１日から 12 月 31 日
（医療機関年末診療終了日）
までです。
　詳しい内容は、
11 月の世帯配布
チラシをご覧くだ
さい。

検診日 会　　場 受付時間

3 日㈫
鵜川公民館 13:30 ～ 14:30
能都社会福祉会館（能都庁舎） 18:00 ～ 19:00

4 日㈬ 小木地区活性化センター
13:30 ～ 14:30
18:00 ～ 19:00

5 日㈭ 柳田山村開発センター 13:30 ～ 14:30
15 日㈰ 内浦福祉センター 9:00 ～ 10:00
28 日㈯ 笹ゆり荘 9:00 ～ 10:00
29 日㈰ 能都社会福祉会館（能都庁舎） 9:00 ～ 10:00
30 日㈪ 高倉公民館 13:30 ～ 14:30

★骨密度検査も実施します（対象は 20 ～ 69 歳の女性で、
　かかとで検査を行います）
★ 10 月末日まで町内医療機関で基本健康診査・女性がん
　検診を実施しています。
★詳細は９月の世帯配布チラシをご覧ください。

女性がん
検診（集団）
のお知らせ
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能登町が誕生して 1年 9カ月。９月に
は町民憲章、第１次総合計画が制定さ
れました。少しずつ町が一つになって
いき、そして力強く歩み始めていくよ
うな感覚を覚えます。
　10年後の能登町に向けて立てられた
大きな目標が、能登町総合計画です。
まちづくりだけではなく、仕事や勉強、
趣味などにも目標があるのとないので
は、結果は大きく違ってきます。目標
があるからこそ、人はがんばることが
できるし、時には我慢することもでき
るのではないでしょうか。
　「協働のまちづくり」を掲げるこの総
合計画を実現するために、わたしたち
町職員の強い意識はもちろん、町民の
みなさんがまちづくりに参加できるよ
うなしくみ作りが重要なのではないで
しょうか。まちづくりの主役は、この
町に住んでいるみなさんです。自分た
ちが住みよい町、住み続けたい町を作
りたいと思い、そのために何をすれば
よいのかを行政と共に考え、実行して
いくことができれば、きっとこの町は
すばらしい町になります。
　目標が大きくて漠然とするときは、
目の前の出来ることから始めるもので
す。自分は「町の魅力を伝える広報、
読んでもらえる広報」を作るという目
標に向けて努力することで、少しでも
まちづくりに貢献したいと思います。

「三度の飯より釣好き」で、なかなか会
えない実家の父と、先日久しぶりに話
すことができました。すると七尾市か
ら父の昔の同僚の方が、ご夫婦で新米
を持って来られました。「今日は風が
強くて海に行けないからお家にいらっ
しゃるだろうと思って」とのこと。気
の利いた心遣いに感心したのと同時に、
まず相手を思いやる心の大切さを思い
出すことができました。わたしも取材
をお願いするときは、常に相手の気持
ちを一番に考え、良い取材ができるよ
うに心掛けていきたいと思います。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 11/1 2 3 4

特集番組！　

★その他の番組：6:00～ ラジオ体操、7:30～ まちむらNOW（金土日は休）、8:00～ 農政番組（土日は休）、9:00～ のびのびかんたんみんなで体操、
　 9:30～ 里からの便り（金土日は休）、12:00～ ＪＡ番組（土日は休）、15:00～ のびのびかんたんみんなで体操、18:00～ 園芸番組（木金土日は休）
★「のとほっとらいん」はインターネットでも同時配信しています。能登町ホームページからご覧ください。
★番組と番組の間の時間には文字放送「テレビかわら版」でさまざまな情報をお伝えしています。

日
曜
リ
ク
エ
ス
ト

放送時間
 8:00
 10:00
 12:00
 16:00
 18:30
 20:00
 21:30

■とくトクたいむ（提供番組）　★きらきらチャンネル（自主制作番組）

町のホットな情報！
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 　 19:30 ～ 11:00 ～
 　 21:30 ～ 12:30 ～
　  23:30 ～

・土曜日、祝祭日は前日分を再放送

10月の番組案内
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カメラの使い方を確認する公民館職員のみなさん
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■野村の自由学校　「痛みのサイエンス」　28 日㈯まで

★文化燦々～柳田短歌会～
　「笹ゆり短歌会」「あじさい短歌会」の９月の作品を紹介 21 日㈯まで

★２００６ござれ祭り② 7 日㈯まで
　治友会の新舞踊、国重太鼓、よさこいステージ演舞など
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★能登町祭り歳時記③　～鵜川にわか祭・小木袖キリコ祭り・白丸曳山祭り～　14 日㈯まで

　このたび、能都地区と内浦地区の公民館
に貸出用ビデオカメラが配備されました。
このビデオカメラは、地域のみなさんに撮
影していただいた映像を能登町有線テレビ
で放送することを目的に、㈶自治総合セン
ターの宝くじ助成金の助成を受けて整備さ
れました。
　地域の行事や出来事を有線テレビで放送
してみませんか？詳しくは最寄りの公民館
にお問い合わせください。
　※ 個人的な理由ではお貸しできません。
　※ 柳田地区の公民館にはすでに貸出用ビ
　　デオカメラが配備されています。

★星空ろまん「レッツゴー！まんてん仮面　～秋の夜空を散歩しよう～」11 月４日㈯まで

★議会選挙開票速報
　20:15 ～
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